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本書は主要地方道宮崎高鍋線（那珂工区）道路新設工事に伴い宮崎県教育委員会が実施した、 宮崎

市佐土原町上田島字宮ヶ迫•松木田に所在する宮ヶ迫遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は宮崎土木事務所の依頼を受け、 宮崎県教育委員会が主体となり、 宮崎県埋蔵文化財セン

タ ーが実施した。

発掘調査は平成22年8 月 2日から同年11月 12日まで実施した。 現地調査は77 日間である。

現地での実測等の記録は、 山田洋一郎及び竹田享志•吉本正典· 和田理啓•柳田睛子が作成した。

整理作業における図面作成・遺物実測及びトレ ー スは山田•吉本が担当し、 整理作業員の協力を得

て宮崎県埋蔵文化財センタ ーで行った。 遺物写真については、 当センタ ー ニ宮満夫の協力を得た。

空中写真撮影は株式会社ふじた、 自然科学分析は株式会社古環境研究所に委託した。

本書で使用した第l図「宮ヶ迫遺跡と周辺の遺跡」は、 国土地理院発行の5万分の1図『妻』（平

成13年4 月 1日作成） をもとに作成した。
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本書で使用した土層断面及び遺物の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色

帖」に基づいて表記を行った。

本書で使用した方位は座標北を示し、 標高は海抜絶対高である。 また全体図で使用した座標は世界

測地系(WG S 8 4)九州第II系に準拠している。

本書の執筆は、 第 I章第l節は東憲章、 第IV章第2節は吉本が行い、 第III章の自然化学分析結果に

ついては、 委託による成果報告をもとに若干の体裁の変更を加えて掲載した。 以上の他の執筆及び

編集は山田が行った。

石材の分類は、 当センタ ー 松田清孝の協力を得て山田が行った。

出土遺物•その他の諸記録は、 宮崎県埋蔵文化財センタ ーで保管している。



序
埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、 日頃よりご理解いただき厚く御礼中し上

げます。

本書は宮崎県教育委員会が実施した、 主要地方道宮崎高鍋線道路改良工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査の報告書です。

報告いたします宮ヶ迫遺跡では、 古墳時代後期から古代にかけての遺構が確認さ

れました。 中でも、 総柱の掘立柱建物や土器焼成土坑、 縦横に走る溝状遺構などは

特筆されるもので、 隣接地での調査成果とあわせて工房的な性格を併せ持つ当集落

の性格を物語っています。 また土器や耳環など往時の人々が遺した遺物から生活の

営みを垣間見ることができました。 これらは、 今回の調査の大きな成果と言えるで

しょう。

本書が学術資料としてだけでなく、 学校教育や生涯学習の場で活用され、 埋蔵文

化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

なお、 調査にあたってご協力いただいた関係諸機関をはじめ、 ご指導• ご助言を

いただいた先生方、 ならびに地元の方々に心より謝意を表します。

平成25年3月

宮崎県埋蔵文化財センタ ー

所 長 北郷 券道



凡 例
掘立柱建物の柱穴の表記は下記による。

南北棟

（
 

東西棟 ）
 

2 土器（土師器・須恵器）、 陶磁器、 石器の実測図については日本考古学の通例に従って表示した。

土器と陶磁器については下記の通り断面の塗り分けにより種別を明示している。

鋭い稜線

鈍い稜線

（土師器（土師質土器）） ビ 巳
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第 I 章 はじめに

第1節 調査に至る経緯

宮崎県教育庁文化財課が実施した平成22年度の開発事業調査で、県土整備部道路建設課より宮崎土木

事務所が所管する「主要地方道宮崎高鍋線（那珂工区）」事業の回答があった。 開発予定地には「周知の

埋蔵文化財包蔵地」が含まれており、 埋蔵文化財の取り扱い協議が必要なことから、 文化財課では平成

22年3月に確認調査を実施した。 その結果、溝状遺構や士師器片が確認されたため、宮崎土木事務所と

遺跡の取り扱いについて協議を進めた。 平成22年3月、宮崎土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査通知

が提出され、これに対し宮崎県教育委員会教育長が宮ヶ迫遺跡の発掘調査が必要である旨を回答し、記

録保存の措置を講ずることになった。

第2節 調査の組織
宮ヶ迫遺跡の発掘調査・整理作業及び報告書作成は下記の体制で実施した。

調査主体：宮崎県教育委員会

調査機関：宮崎県埋蔵文化財センタ ー

所 長

副所長

〔庶務担当〕

総務課長

総務担当リ ー ダ ー

〔調査・報告書担当〕

調査第二課長

調査第三担当リ ー ダ ー

調査第三担当

調査第一担当

事業調整：宮崎県教育庁文化財課

埋蔵文化財担当

調査協力：宮崎市教育委員会文化財課

森 隆茂（平成22�23年度）

北郷 泰道（平成24年度）

北郷 泰道（平成22-23年度）

佐々木真司（平成24年度）

矢野 雅紀（平成22年度）

坂上 恒俊（平成23-24年度）

副主幹 長友由美子（平成22-23年度）

副主幹 高園 寿恵（平成24年度）

永友 良典（平成22-24年度）

副主幹 吉本 正典（平成22-24年度）

主査 山田洋一郎（平成22�24年度）

主査 和田 理啓（平成22年度）

主査 竹田 享志（平成22年度）

主任主事 柳田 晴子（平成22年度）

主査 東 憲章（平成22�24年度）
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第3節 遺跡の位置と環境
本遺跡は宮崎市佐土原町上田島字宮ヶ迫•松木田に位置する。 合併前の 2005年までは宮崎郡佐土原町

であり、佐土原町は城下町であった旧佐土原町と海岸部の旧広瀬町が合併して成立した人口約3万人の

町であった。

東は日向灘に面し、北はーツ瀬川が東へ流れる。 気候は一年を通して温暖多雨である。 西は西都市へ

と続く丘陵が広がり、南は台地と底地に囲まれる。 海側から広瀬海岸低地、佐土原丘陵、ーツ瀬川低地、

那珂低地、年居台地、船野台地、都於郡 ・仲間原台地へと続き地形は変化に富んでいる。 地層は鬼界ア

カホヤ火山灰などの広域テフラや霧島連山を起源とする火山灰が広い範囲にわたって堆積している点が

特徴的である。 いわゆる日向ロ ー ムの堆積物は、低地から丘陵•台地へと段丘面が高くなるほど古い堆

積物が風雨に流されずに残っている。 近年は旧石器時代 ・縄文時代の火山灰だけでなく、中世の新燃岳

ラビリ層(18世紀）・文明軽石層(15世紀後半）・高原スコリア(1 2 世紀） が主に低地で確認されている。

海岸部には砂丘列（丘）が幾列にも分かれていて南北方向に伸びている。 海岸線に近いものが新しく、

陸地へ入るに従って古い時期に形成された砂丘列となる。 ーツ瀬川南岸の低地は、河川の氾濫原に相当

する。

宮ヶ迫遺跡は、佐土原丘陵の山裾から一ツ瀬川低地にかけて広がる。 北側に一ツ瀬川が流れ、古代か

らの物資の輸送ル ー トを成しており、北西にある佐士原丘陵の尾根上や山麓は、日向国府から海岸部に

通じる陸上交通路であったと推定されている。 西には大光寺を中心として吉祥寺•原晶寺など多くの寺

院が点在しており、結節点であった当地は周辺の支配と防御の中心的役割を果たしていた。 中世には佐

土原城が築かれ、西都市の都於郡城跡と共に、宮崎平野の統治の拠点として機能し、下って近世佐土原

藩（佐土原島津氏） の居城となった。 大光寺付近には、国府機能の一部が移転したとの見解も示されて

いる。

関連する周辺の遺跡では、鹿野田 ・ 上田島丘陵の北端及びその裾に立地する平田迫遺跡で7世紀前半

の横穴が確認されている点が注目される。 平田迫遺跡ではそのほか、中世墓 ・ 見張台跡や古代の畠跡等

が検出されている。 また士器田横穴では、7世紀前半に属する7基の横穴が検出されている。 線刻描画

を有する横穴も確認された。

下村窯跡群では7基の古代の窯跡が検出され、8 世紀から9 世紀にかけての古瓦•須恵器が出土して

いる。 この他、叶迫遺跡 ・堂ヶ迫遺跡、河原田遺跡、隠山遺跡の各遺跡で古代の遺物が出土している。

［文献］

1 佐土原町教育委員会 1994『宮ヶ迫遺跡・古城第1遺跡報告書』（佐土原町文化財調査報告書第9 集）

2 佐土原町教育委員会 1996 『下村窯跡報告書』 （佐土原町文化財報告書第10集）

3 宮崎県埋蔵文化財センタ ー 2008 『宮ノ東遺跡』（宮崎県埋蔵文化財センタ ー 発掘調査報告書第173集）

4 宮崎県教育委員会 200 1 『寺崎遺跡』（国術跡保存整備甚礎調査報告書）

5 宮崎県埋蔵文化財センタ ー 2000 『平田迫遺跡』（宮崎県埋蔵文化財センタ ー 発掘調査報告書第29集

6 佐土原町教育委員会 1982 『土器田西横穴墓群』 （佐土原町文化財調査報告書第 2 集）
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1 宮ヶ迫遺跡 2 下村窯跡 3祇園原古墳群 4 宮ノ 東遺跡 5 山之坊古墳群

6平田迫遺跡 7土器田横穴古墳 8 佐土原城跡

第1図 遺跡の位置 S=l/50,000
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第 II 章 調査の成果

第1節 調査区の設定 と 概要
調査は平成 2 2 年 5 月 2 4 日 より重機を用 いた表土除去に よって開始したが、 平成 2 2 年度の 口 蹄疫の災

禍に よる影響で、 当 地域が家畜の移動制限区域に人った ことから調査を一 時中断した。 その後、平成 2 2

年7月 2 1 日 より再開し、平成 2 2 年 1 1 月 12 日まで実施した。 調査実日数は77日 である。 低地で水はけが

悪いため 、 雨天後は排水に時間を要した。 調査面積は 2 , 500 面である。

調査区は工事に よって影響を受ける範囲の中で遺構の残存している部分に設定した。 調査に際しての

地区表示の基準となる グリ ッ ド は、 建設予定の道路の中心杭 ・ 幅杭に合わせて軸 線を定 め 、 1 区画 10 m

で設定し、 東西方向にアルフ ァ ベ ッ ト (A•B ·  ・ ） 、北から南に算用数字 ( 1 •2 ・ ・ ） を配した。 従って

第3 図の グ リ ッ ド は国土座標に整合す るものではな く 、軸の方位は北から約13 ° 西に振れている。

調査区の東側に隣接して、 宮 崎市教育委員会がほぼ同 時期に調査を実施した調査箇所がある。 6 - 10 

区では実質的に一続きの調査区となり、溝などの遺構が連続して検出されている。

調査の結果検出された遺構は、 古墳時代後期～古代の竪穴建物跡 3 軒、掘立柱建物跡 12 棟、土坑 14基、

溝状遺構 14 条などである。 凡例にも掲 げたとおり、 竪穴建物に S A、 掘立柱建物に S B、土坑に S C 、

溝に S E の略号を冠した。 また溝に類似する細長い士坑を s z 、 単独の小穴を S H とした。 番号は検出

順に付し、 遺構 ごとに 1 から付すのではな く 、 通し番号としている。

竪穴建物は 3 軒とも削平が激し く 、床面がかろ う じ て残る状況であり、土器埋設炉に よってその存在

が捉え られたものもある。 掘立柱建物は当地域における古墳時代後期～古代初頭の拠点的集落のあり方

を知る上で重要な資料となるものである。 中には掘方の径が60 cmを超え る比較的大きな柱穴や、 布掘り

の柱穴を有する建物跡もある。 土坑として括った遺構の中には埋土中に炭化物や焼土塊を含むものが認

め られる。 溝も多 く は古墳時代後期～古代に属する。 と こ ろ ど こ ろ 重複し、 やや蛇行しながら縦横に走

る。

なお自 然科学分析として、 放射性炭素に よる年代測定と樹種同定を委託に より実施した。

第2節 層序
本遺跡における基本的な層序は下記の通りである。

第I 層は現代に至る耕作土である。 褐灰色を呈する。

第II 層は黒褐色(10YR3 /3 ) を呈し、乾燥す るとかた く しまる。 土坑の一部は この面の上面で検出され

ている。

第III 層は明黄褐色士 (10YR3 /3 ) で粘性が強い。 遺構の大部分が この層の上面で検出された。

第1V 層は黒褐色土 (10YR3 / 2 ) で第11 層 より粘質がさらに強い。 無遺物層。

第V 層は明黄褐色土(10YR7/6) で粒が細か く 、 第1V層 よりも粘質がさらに強 く なる。 やはり無遺物層

である。
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第3節 古墳時代後期 ～古代の遺構と遺物
( 1 ) 竪穴建物

遺構の記述に際 し ては、後述するグル ー プ ごとに北から順に配列する。 また他の遺構も同様であるが

挿図中と文中の一部で適宜 「 S A」 などの略号を用 いる。

竪穴建物は 3 軒確認された。 う ち 2 つ は壁の立ち 上がりが失われており、残る 1 つ も残存状況は良 く

ない。

-

9 .

2
0
m
 

□
m
 

□ P2 

ロ
／

戸

ーへ
- 9. 20m 

60 ゜ 2 m  

SA28-Pl 
1 .  黒褐色士居 (Hue7.5YR3/2)

粘囲で10mm程の明黄褐色粒 (Hue10YR5/6) 、 2 mm程度の黒
褐色粒 (Hue75YR3/l) か混 じ る。 柱痕で あ る 。

2 .  黄褐色砂質土層 (Hue10YR5/6)
30mm程度の黒褐色士 プ ロ ッ ク か混 じ る 。

3 .  黄褐色砂質土屑 (HuelOYR5/6)
2 に似 る か、 黒褐色 プ ロ ノ ク か小さ く 黄燈粒 (Hue75YR7/8) 
が混 じ る 。

SA28-P2 
1 .  黒褐色砂質土爵 (Hue75YR3/2) 

粘質て20mm程の明黄褐色粒 (Hue10YR5/6) 、 炭化物が少屈
混 じ る 。 柱痕で あ る 。

2 .  黄褐色砂質土爵 (HuelOYR5/6)
20mm程度の黒褐色土 プ ロ ッ ク か多 く 混 じ る 。 黄燈粒

(Hue7.5YR7/8) が少鼠混 じ る。
3 .  砂質土陪 (Hue10YR5/6) 黒褐色 プ ロ ソ ク が少只混 じ る 。

第 7 図

SA28-P3 
1 .  黒褐色砂質土陪 (Hue7.5YR3/2)

粘阿で20mm程の黄褐色 プ ロ ッ ク が少星屁 じ る。 柱痕で、 粘四
で あ る 。

2 .  黒褐色 (Hue7.5YR3/2)
明黄褐色 プ ロ ノ ク (50mm大） 多 く 混 し る。

3 .  黄褐 (HuelOYR5/6)
黒褐色 プ ロ ノ ク (50mm大） が少星混 じ り 砂質で あ る 。

4 .  Hue7.5YR3/2 黒褐色土 に 似 る が粘質が強い。
5 .  HuelOYR5/6 黄褐色に 似 る が粘質やや強い
6 . HuelOYR7 /6 明黄褐色土陪で粘性か強い。 褐 灰 プ ロ ‘ノ ク

(Hue5YR5/l) 混 じ る 。 根固めか。

28号竪穴建物
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第 1 1 図 44号竪穴建物 出 土遺物
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28 号竪穴建物 （第7図）

E - 2 •3 区に位置する。 方形プランを基調 と するが、 東側は 27号溝の掘削の影響を受ける。 また建

物の約 1 / 3 は調査区外 と な っ ている。 辛 う じて貼床のみ残存 し ている状況であるが、 南側には壁帯溝が

認め られるため、 壁の位置が特定できる。 主柱穴は 2 基のみ の確認であるが、 柱の配置や炉 と 目 される

焼土の位置からみて 4 本柱 と 考 え られる。

図化可能な出土遺物はない。

88 号竪穴建物 （第 8 図）

E - 10 • 1 1区に位置する。 III 層面で検出 し たが、 削平が著 し く壁の立ち 上がりがわずかに残存するも

のの、 本来の深さは不明である。 やや不整な方形プランを基調 と し た竪穴建物である。 主柱穴は確認で

きなか っ た。 中央部に土器埋設炉が認め られる。 甕の下半部が埋設されている。 土器の周囲には、 ごく

薄いが焼土がみ られる。 また土器の北西に抜き取りの痕跡 と 目 される凹部が認め られる。

88 号竪穴建物の遺物 （第9 図 1 - 3 ,  第74 図 3 1 1 )

出 土遺物は第9 図に示 し た。 1 は土器埋設炉に用 いられていた甕の胴部～ 底部である。 円盤状の分厚

い平底を呈する。 底面には木葉圧痕が認め られる。 2 も平底の甕の底部。 3 は甑の底部である。 またス

ペ ー スの関係で第74図に掲載 し たが、 3 1 1 は砂岩製の敲石である。

44号竪穴建物 （第 10 図）

E 1 1 区にある。 壁を捉 え る こと はできなか っ たが、 4 基の柱穴 と その中心近くにある土器埋設炉 と 目

される箇所から、 方形プランを甚調 と し た竪穴建物 と 考え られる。 土器埋設炉の北方に焼土と 炭化物を

掻き出 し た痕跡が認め られた。

44号竪穴建物の遺物 （第 1 1 図 4 )

第 1 1 図 4は土器埋設炉に使用 された個体である。 平底の甕の底部である。

( 2 ) 掘立柱建物 ・ 柵列

確実な遺構 と し て 1 1棟の存在が確認できる。 いずれもIII 層上面で検出されたが、 実際の柱穴の掘り込

面は II 層中 と 考え られる。 これらにつ いて、 南北棟建物では遺構主軸の北からの振れを、 東西棟建物で

は西からの振れを時計回りで計測 し 、 その結果を大まかにグル ー ピ ン グ するならば、 A群 ： 2 5 -40 ° 東

に偏する一群、 B群 ： 約20 ° 東に偏する一群、 C 群 ： わずかに東に偏するもの と い う 3 群にま と め られ

る。 A群には S B 2 •  3 •  6 •  9 - 1 2 が含まれる。 B群には S B 1 と S B 4 と が該当 する。 また C 群に

該当する遺構は調査区内では S B 5 の 1 棟 と その北にある柵列のみである。 以下、 グル ー プ ご と に北か

ら順に特徴などにつ いて記載する。

①A群

2 号掘立柱建物 （第12 図）

E - 4 •5 区に位罹する布掘りの柱穴を有する掘立柱建物である。 残存部分は梁行 1 間 X 桁行 3 間で

あるが、 調査区外の東側にも柱穴があ っ て平面形が正方形の倉庫状の建物であ っ た可能性もある。 ただ

し 東側は開削の結果、 現状で一段低くな っ ている。 遺構主軸はN -34° - E を と る。 柱の抜き取りの痕跡

が認め られる。 南にある士坑の性格は不明である。 検出面における柱穴端部間での遺構長はPl- 1-Pl-4

で5. 5m、 Pl- 1-P2- 1で3. lm、 P2 - 1-P2 -3 で5.4m、 P2-3 -Pl-4で3. lmである。
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第 1 2図 2 号掘立柱建物

ー［ 口 Ua

□ 

＼
 P1 - 1  

ヽ

P2-1 

P2-2 

7
 

【土層】

1 灰オ リ ー プ (Hue5Y5/3) シ ル ト 混粗砂
黄褐色 プ ロ ッ ク を 5 % ほ ど含む。

2 灰オ リ ー プ (Hue5Y5/3) シ ル ト 混粗砂
黄褐色 プ ロ ッ ク を10%ほ ど含む。

3 オ リ ー プ (Hue5Y5/4) シ ル ト 混粗砂
明黄褐色 プ ロ ッ ク を 15% ほ ど含む。

4 鉗褐 (Hue25Y5/4) シ ル ト 混粗砂
明黄褐色 プ ロ ッ ク を 7 % ほ ど含む。

5 黄褐 (Hue2.5Y5/3) 粗砂混
明黄褐色 プ ロ ッ ク を20% は ど含む。

6 明黄褐色 (Hue2.5Y6/8) シ ル ト 混粗砂
黄褐色プ ロ ッ ク を 3 % ほ ど含む。
黄褐 (Hue2.5Y5/ 4) 粗砂混 シ ル ト
明黄褐色 (Hue2.5Y6/8) 粗砂混 シ ル ト
黄褐色 プ ロ ッ ク を 5 % は ど含む。

9 暗灰黄 (Hue2.5Y 4/2) 細砂混 じ り 粗砂
10 黒褐 (Hue2.5Y3/2) シ ル ト 混粗砂灰

灰 オ リ ー プ プ ロ ッ ク を 10% ほ ど含む。
11 暗灰黄 (Hue2.5Y4/2) シ ル ト 混粗砂
12 黒褐 (Hue2.5Y3/l) シ ル ト 混粗砂

柱の根固め用 の粘土
13 明丈褐 (Hue2.5Y6/6) シ ル ト 混細砂

柱の根固め用 の粘土

I : 60 ゜ 2 m  

鵡!k
ぶ' '\,,や祝1 '

8

迫， 1 ' '
炉：＇ぃ冦飼ヽん肛' :• ,1叫_;,,. 

8
 

I : 3 

6
 

10cm ゜ 10cm 

第 1 3 図 2 号掘立柱建物 出 土遺物
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【土層】

灰 オ リ ー プ (Hue5Y5/3) シ ル ト 混粗砂 黄褐色 プ ロ ・ノ ク を 5 % ほ ど含む。
灰オ リ ー プ (Hue5Y5/3) シ ル ト 混粗砂 黄褐色 プ ロ ・ノ ク を10%ほ ど含む。

3 オ リ ー プ (Hue25Y5/4) シ ル ト 混粗砂 明黄褐色 プ ロ ・ノ ク を15% ほ ど含む。
4 黄褐 (Hue2.5Y5/4) シ ル ト 混粗砂 明黄褐色 プ ロ ノ ク を 7 % ほ ど含む。
5 黄褐 (Hue25Y5/3) 粗砂混 明黄褐色 プ ロ ·ノ ク を20 % ほ ど含む。
6 明黄褐色 (Hue2.5Y6/8) シ ル ト 混粗砂 黄褐色 プ ロ ソ ク を 3 % ほ ど含む。

黄褐 (Hue25Y5/4) 粗砂混 シ ル ト
明黄褐色 (Hue2.5Y6/8) 粗砂混 シ ル ト 黄褐色 プ ロ ソ ク を 5 % ほ ど含む。

9 暗灰黄 (Hue25Y 4/2) 細砂混 じ り 粗砂
10 黒褐 (Hue2.5Y3/2) シ ル ト 混粗砂灰 灰オ リ ー プ プ ロ ソ ク を 10%ほ ど含む。
11 暗灰黄 (Hue25Y 4/2) シ ル ト 混粗砂
12 黒褐 (Hue2.5Y3/l) シ ル ト 混粗砂 柱

の
根固め用

の
粘土

13 明黄褐 (Hue25Y6/6) シ ル ト 混細砂 柱
の

根固め用
の

粘土

� ―-�=�J 
I : 3 ゜ IOcm 

第 1 4図 3 号掘立柱建物 第 1 5図 3 号掘立柱建物 出土遺物
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【土層】

P4-2 

SB6 
l 褐灰 (HuelOYR5/ll シ ル ト 混粗砂
2 暗灰黄 (Hue2.5Y4/2) シ ル ト 混粗砂 柱痕跡か

a . 暗灰色 (Hue2.5Y4/2) シ ル ト 混の粗砂 黄褐色
プ ロ ッ ク (Hue2.5Y5/4) (径 2 cm以下） を20%
ほ ど含む。

b . 灰 (Hue5Y4/l) シ ル ト 混粗砂 小～中粒0)炭
化物を含む ( 1 %未満） 柱痕跡か

C . 黒褐 (Hue2.5Y3/l) シ ル ト 混細砂 黄褐 プ ロ ノ
ク を20%ほ ど含む。 根がため用の士か

- 9. 00m 

a
 

a

 1 : 60 ゜ 2 m  

第 1 6図 6 号掘立柱建物
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甘
N

リ
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ー

SB9 
1 オ リ ー プ褐 (Hue2.5Y4/3) シ ル ト 混粗砂 黄褐

色 プ ロ ッ ク を30% ほ ど含み地山 と の 区別がつ き
に く し ' o

2 柱痕跡 ・ 暗灰黄 CHue2.5Y4/2) シ ル ト 混柑砂
黄褐色 プ ロ ッ ク を含む。

- 9. 90m 

一尺已ァ— - - �, ノ � I : 60 ゜ 2 m  

第 1 7図 9 号掘立柱建物
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第20図

�;;:P 

1 2号掘立柱建物
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第21 図 1 2号掘立柱建物 出 土遺物

2 号掘立柱建物の遺物 （第13 図）

5 と6 はPl-4よ り、 7 はP2-2 よ り、 8 はP2-3 よ り出土 し ている。

5 は土師器の椀の 口 縁部～底部付近。 口 唇部がわずかに屈 曲 して先細りとなる。 6 は高台付の片 〇 椀

でD 縁部の一部が外方に反る。

部である。

3 号掘立柱建物 （第14 図）

7は須恵器の杯蓋の 口 縁部である。 8 は叩き調整痕の残る須恵器甕の底

E - 5 区に位圏する。 S B  2 と隣接 し 、柱筋をそろ え ている。 2 間 X 3 間の布掘りの柱穴を有する総

柱の掘立柱建物である。 平面形は正方形となる。 遺構主軸は S B 2 とほぼ同ーで、N -3 2° -Wを示 し て

いる。 柱穴端部間での遺構長はPl- 1 -Pl-4: 4. 6 5m、Pl-4-P3 -4 : 5. 6m、P3 - 1 -P3 -4 : 4. 8m、Pl- 1 -P3 - 1 :

4. 8mである。 柱痕跡や柱抜き取りの痕跡が認め られる。

3 号掘立柱建物の遺物 （第15図）

9 は柱穴P2 -3 よ り出土した唯一図化可能な遺物である。 須恵器の壺の胴部であ る。

6 号掘立柱建物跡 （第16 図）

D - 7 区に位置する。 梁行 1 間x 桁行 3 間の東西棟掘立柱建物である。 一部現代の水路掘削の影瞥を

- 20 -
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第22図 1 号掘立柱建物

受ける。 遺構主軸はN -38° -W。 柱穴端部間での長さは、Pl-l�P3 - 1 : 3. 8m、Pl-l�Pl-2 : 3. 6 m、Pl-2

�P4-2 : 5. O m である。 図化可能な出土遺物はない。

9 号掘立柱建物跡 （第 17図）

C - 10 区に位罹する。 梁行 2 間 x 桁行 3 間の掘 立柱建物である。 主軸は N -28° - E をとる。 柱穴端

部間での長さはPl-l�Pl-3 : 4. O m、Pl-3 �P4-3 : 4. 2 m、P4-l�P4-3 : 4. O m、Pl-l�P4-1 : 4. l m である。

P3 -2 の掘り方内には柱の根石が確認できる。 図化可能な出土遺物はない。

1 0 号掘立柱建物跡 （第18図）

B - 1 1 区に位置する。 梁行 2 間 x 桁行 3 間の東西棟掘 立柱建物である。 ただ し 北側柱列では p 2 に

対応する掘り込みは検出できなか っ た。 遺構主軸はN -26° - E 。 いくつ かの柱穴掘り方には柱の根石が

認め られる。 Pl-l�P4-1 : 4. 8m、P4-l�P4-3 : 3 .  2 m、Pl-3 �P4-3 : 4. 6 5 m、Pl-l�Pl-3 : 3 .  2 m である。

ややいびつ であり、P4-3-P4- 1-Pl-1の方向角 は88° を示す。 図化可能な出 土遺物はない。

1 1 号掘立柱建物跡 （第 19 図）

C - 1 2 区に位置する。 梁行 1 間x 桁行 3 間の掘立柱建物である。 遺構主軸は N -29 ° - E 、柱穴端部間

での遺構長はPl-l�Pl-3 : 3. 2 m、Pl-3 �P4-3 : 4. l m、P4-l�P4-3 : 3. 5 m、Pl-l�P4-1 : 3. 5 m である。 図

化可能な出土遺物はない。

- 2 1 -
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I : 60 

【土層】 ゜ 2 m  

1 黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 黄褐色 プ ロ ノ ク が多 く 混 じ る 。
l a  黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 柱痕。 黄褐色 l プ ロ ッ ク (50mm大） 混 じ る 。 粘質。
l b  黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 抜取痕。 l a と 色凋に差が な い。 黄褐色土 プ ロ ッ ク

(150mm大） 混 じ る。
黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 1 に似 る が黄褐色 プ ロ ソ ク を含 ま な い。
暗褐色 (Hue7.5YR3/3) 黄褐色 プ ロ ソ ク を含む。
黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 2 に似 る が若干暗い。
黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 1 に似 る が黄褐色の プ ロ ソ ク は 1 よ り 多い。
暗褐色 (Hue7.5YR3/3) 3 に似 る が黄褐色 プ ロ ッ ク をふ く ま な い。
黒褐色 (Hue7.5YR3/2) 柱痕 · 粘質。
褐灰 (Hue7.5YR6/l) 粘質て根固めの土か。

第23図 4 号掘立柱建物

1 2号掘立柱建物跡 （第20 図）

A •  B - 1 2 区に位置する。 桁行方向の 3 間分は確認できるが、全容は明 らかでない。 遺構主軸 は N

-29 ° - E 。 柱穴端部間の遺構長はPl- 1 -Pl-3 : 3 .  5m、Pl- 1 -P4- 1 : 4. 5m、P4- 1-P4-2 : 2. 3 m である。

- 2 2 -
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【土層】 I : 60 
2 m  

灰 オ リ ー プ シ ル ト 混粗砂 (Hue5YR5/2) オ リ ー プ (Hue5Y6/6) プロ ・ノ ク を 7 %含 む。
オ リ ー プ (Hue5Y6/8) シ ル ト 混租砂の プ ロ y ク に よ る 埋土。
黒褐色 CHue!OYR3/2) シ ル ト 混粗砂に よ る 埋土。
オ リ ー プ シ ル ト 混粗砂 CHue5Y5/4) 暗オ リ ー プ褐 (Hue2.5Y3/3) プ ロ ‘ノ ク を2.5%含む。
黒褐色 (Hue5YR3/2) シ ル ト 混粗砂 柱痕 と 思 わ れ る 。
灰 オ リ ー プ (Hue5Y6/2) シ ル ト 混粗砂 非常に硬 く し ま っ て い る 。 根固めか。

第24図 8 号掘立柱建物

12 号掘立柱建物の遺物 （第 21 図）

10 は土師器 の 杯身。 い わ ゆ る 須恵器模倣杯で あ る 。 口 縁下 に 稜線を形成 し 、 口縁部が直 に 近い形で立

ち上が る 。

- 23 -
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SC21 鉄分粒が混入。
1 黄灰 (2.5Y6/l) シ ル ト 質 赤橙色の 赤みかかる。

2 如灰 (2.5Y6/l) シ ル ト 質 ①よ り 鉄分粒の含有率が高 く
②よ り 更に赤味が

3 黄灰 (2.5Y6/l) シ ル ト 質 赤褐色の鉄分粒50%程度混入 し 、

し て黒味が強い。
増す。 ％程度混入 し 、 全体 と

暗赤灰 (10R4/l） 赤褐色の鉄分粒50
シ ル ト の混土であ る。 一見枯盤図にみ え る。

明笛褐色 (2.5Y6/6) と (2.5Y6/l) 

a 屈 明黄褐色 プ ロ y ク と④の混土岡
卜 を多 く 含む。

b 岡 ⑤を枯調 と す るが、 (2.5Y6/l) 黄灰色 シ ル

1 暗灰黄 (2.5Y5/2) ン ル ト 質 鉄分粒含む。

1 ' 暗灰黄 (2.5Y5/2) 若千黒味が強い

第 27 図 21 号土坑
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② B 群

1 号掘立柱建物 （第 2 2 図）

E •F - 1 区に位直する。 梁行 1 間 x 桁行 2 間の東西棟掘立柱建物である。 遺構主軸はN - 17° - E 。

柱穴端部間での遺構長はPl- 1 -Pl-2 : 3. 5m、Pl-2 -P3-2 : 5. lm、P3- 1-P3-2 : 5. 2 m、Pl- 1-P3- 1 : 5. lm 

である。 柱穴は他の建物と比べ て やや小ぶりである。 図化可能な出 土遺物はない。

4 号掘立柱建物跡 （第2 3 図）

C •D - 6 区にある。 梁行 2 間x 桁行 2 間の総柱の掘立柱建物である。 遺構主軸はN -20 ° - E を示し

て いる。 Pl- 1-Pl-3 : 5. l m、 Pl-3 -P3-3 : 5. O m、P3- 1-P3-3 : 5. 2 m、Pl- 1-P3 - 1 :5. O m である。 柱抜き

取りの痕跡が認 め られる。 また柱穴底面近くに根石が詰 め られて いる。 図 化可能な出土遺物は無い。

8 号掘立柱建物跡 （第 24図）

B - 10 区にある梁行 2 間 x 桁行 4 間の南北棟の総柱掘立柱建物である。 北の妻柱列は布掘 りとな

る。 遺構主軸はN -2 3° - E 、柱穴端部間での遺構長はPl-l-Pl-4:6.7m、Pl-4-P3 -4: 3. 3 m、P3- 1 -P3-4:

6. 7 m、Pl- 1 -P3- 1 : 3. 5mであり南北方向に長い。 図化可能な出土遺物はない。

③ C 群

5 号掘立柱建物跡 （第25図）

E - 5 •6 区に位置する。 2 間X 2 間の総柱掘立柱建物で正方形に近い平面形をなす。 遺構主軸は N

-3° - E を示す。 Pl- 1 -Pl-3 : 4. O m、Pl-3 -P3-3 : 3. 2 m、 P3 - 1-P3-3 : 3. 7 m、Pl- 1-P3- 1 : 3. O m である。

なお、この建物の北側に、柱筋をそろ え る形で並ぶ柱穴列がある。 5 号掘立柱建物付帯柵列と呼称してお

く。 5 基の柱穴が確認されており柱穴端部間の全長は5.9 mである。

5 号掘立柱付帯柵列の遺物 （第 26 図）

図化 し た遺物は、すべ て P4からの出 土である。 1 1 は士師器甕か鉢の底部で底面に木葉の圧痕が残る。

1 2 は須恵器の杯身。 口縁部が内側に短く立ち 上がる杯身である。 底部付近のみ 回転ヘラケ ズリを施す。

1 3は須恵器の甕の胴部である。

( 3 ) 土坑

2 1 号士坑 （第27図）

E•D - 9 ・ 10 区に位僅する。 4. 4m X4. O mの平面長方形を呈する士坑である。 埋士は シ ル ト質の粘士で

あり5 つ の層に分層できる。 遺物の多くは検出面近くの粘士層の上部 よ り出土 し た。 士層の堆積状況や

導水用と目される小溝の接続状況から粘上貯蔵などに関連する工房的な性格が想定できるが、その平面

形から方形の住居跡の可能性も残る。

2 1 号土坑の遺物 （第 28図 •第 29 図）

14- 18は土師器の甕である。 いずれも D 縁部が外反するものである。 17は壺に近い器形を呈する。

19 - 2 3 は土 師器甕ないしは鉢の底部。 20は底面に木葉の圧痕が残る。 2 2 も木葉の圧痕が認 め られる。

2 3 は丸底を呈する。

24は土師器高杯の杯下半部である。 脚部との接合痕が認め られる。 25は土師器の椀である。

26 はかえ りを有する須恵器の杯蓋。 27は 口 縁部立 ち 上がりを有する須恵器の杯身で体部下半に同転

ヘラケ ズリを施す。 28-30 は須恵器の甕の胴～ 底部でいずれも内 面に同心円の当 て 具痕がみ られる。

- 26 -
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3 1 は土師質の支脚である。 指頭圧痕が顕著に認め られる。

1 63 号士坑 （第30 図）

E - 2 区に位置する土坑。 S B 1 の柱穴が当遺構を切 っ て掘り込まれている。 また 164 号土坑を切 っ

ている。 調査区の 1 / 3 は調査区外とな っ ている。 5. 6 m X 3. 5 mの不定形プランを呈する。 床面はほぼ平

坦となる。 小穴が 1 基みられるが付帯する柱穴であるのか否か不明である。

1 63 号土坑出土遺物 （第3 1 図）

32 は須恵器高杯の脚部の裾付近である。

1 64号士坑 （第30 図）

E - 2 区に位懺する。 S C 163 号と S C 165 に切られており、残存状況は良くない。

1 64号上坑の遺物 （第32 図）

3 3 は土師器甕の頸～胴部である。 34 は丸底を呈する上師器の底部。 甕であろ う か。

35 は土師器高杯の脚部、36は上げ底となる鉢の底部である。 37は土師器の甕の胴部から底部である。

38 は片口 鉢の口 縁～底部。 39 は土師質の支脚である。

1 65号士坑 （第33 図）

S C 164 を切る。 遺構の一部は調査区外にのびる。 4. 4 m X 3. 3 mの楕 円 形を呈する。

1 65号上坑の遺物 （第34 図）

40 は土師器の鉢。 4 1 は土師器高杯の基部である。 42 は須恵器の無頸壺。 回転ナ デ調整が施されてい

る。 底部は焼き歪みが認め られ、外面に粘土の付着物がみられる。

7 号上坑 （第35 図）

E - 8 区にある楕 円 形のプランの土坑である。 2 号北溝と重複し， おそらくはそれ より新しい遺構で

あろ う が、当該遺構付近では 2 号北溝が捉 え 難いため 切 り合い関係は明 瞭 でない。 平面規模は 1 . 5m X 

1. 4 m、検出面からの深さは約20cm。 埋土中 お よび床面 より土器片とともに炭化物が出土しており、土器

などの焼成土坑であ っ た可能性が高いと判断している。

7 号土坑の遺物 （第36 図）

43-45 は床面近くの レ ベ ルで出土した土器片である。 43 は平底を呈する土師器甕の底部。 44 は土師

器杯か椀であろ う か。 45 はかえ りを有する須恵器杯薔。 かえ りは口 縁端 より下位にくる。

2 1 7 号土坑 （第37 図）

C - 7 区にあり、長軸 1. 7 m、短軸1. O mの不定形のプランを呈する。 削平が著しく壁の立ち 上がりがわず

かに残るのみであ っ た。 底面付近に 2 箇所ほど焼土面が認め られる。 図化可能な遺物は出土していない。

2 18号土坑 （第37 図）

C 一 区に位置する。 長軸 1 . l m短軸1. O mの不定形の土坑である。 検出面付近の削平に より競の立ち 上

がりがわずかに残るのみである。 図化可能な遺物は出土していない。

1 45号土坑 （第37 図）

C - 7 区にあり、長軸1. 5 m、短軸 1 . l mの不定形のプランを呈する。 やはり削平に より壁の立ち 上がり

がわずかに残るのみである。 図化可能な遺物は出土していない。

1 24号土坑 （第37 図）

C - 7 区にあり、長軸1. 4 m、短軸 1. 3 mの不定形プランを呈する。 やはり残存状況は良くない。 少量の
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21 7号土坑

l 褐灰 (Hue7.5YR4/1) シ ル ト 混粗砂 明褐色 プ ロ y ク 、 炭化物 を 5 % ほ ど含む。
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の
沈殿料。
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炭化材と土器片がみ られた。 S C 7 同様、土器焼成土坑と考え られる。 図化可能な遺物はない。

2 1 9 号士坑 （第3 7 図）

C - 7区 に ある。 長軸 2 . l m、短軸 1.8m の 円 形の土坑である。 壁の立ち 上がりがわずかに 残るのみであ

る。 図化可能な出士遺物はない。

125号士坑 （第3 7 図）

D - 7区 に ある楕 円 形の土坑。 長軸 1 . 9 m、 短軸 1. 5 m である。 壁の立ち 上がりがわずかに 残るのみであ

る。 図化可能な出土遺物はない。

1 0 号士坑 （第38図）

C - 7区 に 位圏 し 、長軸 1 . 5 5 m、短軸 1.45 m の不定形プランを呈する。 検出面付近の削平が著しく壁の

立ち 上がりがわずかに 残るのみである。 床面に 少量の炭化材と土器片がみ られた。 当 士坑も土器焼成土

坑 と 推定 し ている。 図化可能な出土遺物はない。

220 号土坑 （第38図）

D - 7 区 に 位鷹する。 長軸 1. 4 m、 短軸 1. 2 mの円 形の土坑で検出面からの深さは約60 cm である。 埋土

中位に炭化物の層がみ られる。 図 化可能な出土遺物はない。

125 号土坑 （第38図）

D - 8 区 に 位置する。 長軸 2. O m、短軸 1 . 3 mの楕 円 形のプランの士坑。 削平に よ り壁の立ち 上がりがわ

ずかに 残るのみ である。 少量の炭化物と土器の小破片が出土している。 当 土坑も土器焼成土坑の可能性

がある。

( 4 ) 溝類似土坑

短い溝状遺構 と も表現すべき細長い形状の士坑 に つ いて この よ う な種別を設定した。

1 76 号溝類似上坑 （第39 図）

C - 9 区 に 位置 し 、67号溝と 重複する。 長軸4. 2 m、短軸 1 . 3 m の楕 円 形を呈 し 、断面形は逆台形状を呈

する。

1 76 号溝類似上坑遺物 （第39 図46)

46 は埋土中から出土 し た土師器甕の口縁～胴部である。 口縁部が緩やかに外反する。

501 号溝類似土坑 （第39 図）

D - 8 区 に 位置する。 長軸 2. S m、短軸0. 5 m、深さ0. l m の浅い遺構である。 底面に 小 ピ ッ トがある。 図

化可能な出土遺物はない。

202 号溝類似土坑 （第39 図）

C - 8 区 に 位置する。 長軸 3. O m、短軸0.4m、深さ0. l m の浅い遺構であり、67 号溝に注 ぎ込む形となっ

ている。 断面形は逆台形状を呈する。 図化可能な出土遺物はない。

( 5 ) 溝状遺構

35 号溝状遺構 （第40 図）

調査区の北端部に 近い E - 1 区から 3 区 に かけて検出された。 南は調査区外に のびるため 、その先の

状況は不 明であるが、 C•D - 5 区付近で こ の続きが確認できない こ とから、後述する 5 号溝と接合 し 、

- 3 5 -
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【土層】
A-A 
l 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 明黄褐 色 プ ロ ッ ク ( 5 mm程度）

少最混 じ り 1
の

底面に土師器か混 じ る 。
2 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 明黄褐色 プ ロ ソ ク ( 5 mm程度）

少泣混 じ り 1 よ り 多 い。
3 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 明黄掲色 プ ロ ッ ク ( 5 mm程度）

少屈混 じ り 1 よ り 多 い。
4 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2)

2 に似 る が、 明黄褐色プ ロ ノ ク が少な く 、 色調 も暗い。
5 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2)

2 に似 る が、 粘質土 プ ロ ソ ク (Hue2.5Y6/3 にぶ い黄） か混 じ る 。
6 黒褐色士 (Hue2.5Y3/2)

2 に似 る が砂質かやや強い。
B
 

B
' 

- 90. 80m 

｀ 

c
 

C' 
— 90. 80m 

【土層】
B-B 
1 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 乾燥 し やす い砂質。
2 黒褐色士 (l-Iue2.5Y3/2)

I-Iue2.5Y 4/6 赤褐土か部分的に混 じ る。 砂質で あ る 。
3 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2)

黒褐色土 (Hue2.5Y6/6) 明黄褐色プ ロ ノ ク 混 じ る。
（ た だ し 、 1 、 2 に比へ粘質で あ る 。 ）

4 黒褐色土 (Hue2.5Y3/2)
黒褐色土 (Hue2.5Y6/6) 明黄褐色プ ロ ノ ク 混 じ る。

（ た だ し、 3 に比べ少鼠。 ） 粘質土で あ る。
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直角 を形成 し て続くか、あるいは 5 号溝と交差 し た後に西に曲が っ ていた可能性がある。 幅の狭い小溝

S E  151 が こ の溝に注 ぎ込む形となる。 また 29 号溝に切られる。

遺物がとりわけ多く出土 し た溝であり、特に埋土中位から検出面近くで多量の土器が重な っ て出土 し

ている。 第40 図の網掛けの部分は遺物が特に集中 し て出 土 し た部分である。 検出面での幅は約1. 18m、

深さは約0. 5 m である。

遺物の出土状況や埋土の堆積状況からみ て、溝が機能を停止する頃に土器類が大量投棄され、そ の後

に完全に埋没 し たと考え られる。 S B 1 の柱穴が こ の溝の埋土を切 っ ており、新旧関係が明らかである。

35 号溝状遺構出士の遺物 （第41 図～第54 図）

47- 1 12 は土師器の煮沸用土器であり、器種名 では甕とされるものである。 器形の面では壺に近い一

群が含まれる こ とや平底、丸底の違いがあるなど多様性に富む。 いずれも器面は粗 め の工具によ るナ デ

調整が施されるが摩滅によ っ て判別できない個体も多い。 以下、特徴的な個体のみ記述する。

47や48は口縁部が 「く」 の字状に屈 曲 し 、球形の胴部を呈 し ており、古墳時代前期土器からの系譜上

に連なるものである。 47は安定 し た円盤状の平底、48は丸底となる。 挿図上では口 縁部の屈 曲が明瞭な

個体から、 D 縁部がわずかに外反するものとい う 方向に沿 っ て配列 し ている。 こ れは時間差を示す可能

性が高いが、そ う であ っ たと し ても極 め て漸移的な変化である。 平底となる56 の底面には木葉の圧痕が

認め られる。 葉脈まで鮮明である。 58は口 縁部が緩く外反するもので、厚い丸底を有する。 全体と し て

歪 ん でいる。 65 は口 縁部が比較的強く外反するが、稜線は形成されない。 プ ロ ポ ー シ ョ ンは球形を成

す。 66 と69 は同じよ う に口 縁部が緩く外反 し 丸底となるが、66 は球形を呈するのに対 し 、69 はやや長胴

に近い。 70 は口 縁部が緩く外反 し 丸底となり、プ ロ ポ ー シ ョ ンはやや長い胴に近い球形を呈する。 こ の

個体は胎土が他とは大きく異な っ ており、色調を含 め て異彩を放 っ ている。 73 はD縁部が ごくわずかに

外方に反るもので、無頸壺とも表現可能な器形を呈 し ている。 74は口 縁部が緩く外反するが、さらにそ

の端部を折り曲 げる。 内面に粘士の接合痕が顕著に認め られる。

79 は口 縁部が緩く外反するもので、口 唇縁が最大径となる。 口 縁部径に対 し て器高が低いため 、鉢に

近い形態とな っ ている。 上半部には接合痕が観察できる。

85 や89 、9 5 などは直線的にのびる体部から口 縁部に至 っ て直角 に近い角 度で外反する。 89 は口 縁端部

が最大径となるが9 5 は著 し く下膨れとなり胴下半部が最大径部位となる。 9 5 ほど顕著ではないが96 も

そ れに近く一般的な甕とは一 線を画 し ている。 こ の種のものは器壁が薄い場合が多い。 96 は頸部が長

くなる異形の甕である。 98もほぽ同様の器形の個体であろ う 。

99 と100 は壺に近い器形のものである。 底部の形態は不明である。

10 1- 126 と1 29 はおそ らくは甕の胴 部から底部付近の破片である。 円 盤状の平底となる107には木葉

の圧痕が認め られる。 124は球形の胴部を有する。 1 29 もやや大振りな丸底の個体であり、壺とすべきか

も知れない。

127· 1 28と 130 -1 3 3 は鉢である。 1 2 7 は球形状の体部を有する。 底部は円盤状の平底となり木葉の圧

痕が認め られる。 また器面に粘土の接合痕が明 瞭に確認できる。 1 28も底面に木葉圧痕が付く。 木葉圧

痕は130 •1 3 1 と 133 にも認め られる。

134は甑の口 縁部から底部で桐部がやや張るものである。 13 5 も甑であり胴部がやや張る。 粘土の接

合痕が確認できる。 1 36 と 137は甑の胴部付近～ 底部である。
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第54図 35号溝出 土遺物⑭

138は土 師器捏鉢である。 粘上の接合痕が明瞭である。 1 39 と 1 40 は土師器鉢である。 1 40 の外面は粘

士の接合痕が明瞭であり、内面は縦方向の ナ デ調整によ って平滑化している。 鉢の口 縁部から底部付近

のもので器形はコ ッ プ状を呈する。

14 1は土師器高杯の杯の受部であり、脚部との接合状況が観察できる。 1 4 2 は外方に開 く 高杯の脚部。

143 と 1 44は ミ ニ チ ュ ア士器とすべき粗い調整の士器である。 1 43 は壺形を呈し、おそら く は小さな平

底となる。 144 は小椀状を呈する。

145は須恵器模倣杯である。 胴 部で屈 曲した後にD 縁部か直上に立ち 上がる。

146 - 155は須恵器の杯蓋である。 明 らかな型式差を含んでおり、既存の編年観に照らしたとき、製作

時の時期差があった こ とは明 白 である。 1 46 と 147 は蓋で 147は丸味をもった側面形をなる。 1 48- 152

は杯身である。 148と 1 49 は立 ち 上がりが内傾した後にわずかに角 度を変え て上方にのびる。 外面下約

1 / 3 程回転ヘラ削りを施す。 150 はそれらに比べて立 ち 上がりが短 く 、上方にのびる。 151は立ち 上が

りが短 く 内湾し、上方にのびる。 器形が全体的に丸味をもつ 。 回転ヘラ削りが施される範囲は底部近 く

に限られる。 152 は立ち 上がりが短 く 、器高が比較的低い。 153 はつ まみのある杯蓋である。 つ まみは全

体に平た く 、中央部付近がわずかに盛り上がる。 154 は高台の付 く 杯身。 高台が外方に張り出す。 155は

杯身の 口縁部で直線的に外に開 く 。
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156 は腺であ る。 頸部と体部の外面に沈線を巡らせる。 体部のやや上位に穿孔を施す。 口縁部はおそ

らくは意図的に破砕されと推定している。 157も腺であ る。 158は提瓶であ るが、器形の全容は不明であ

る。 158 a は突起部付近であ り、わずかに把手としての名残とも取れる鍵状の構造を残すが、一見したと

こ ろ では単なる突起にもみ え る。

159 と160 は須恵器の甕であ る。 160 は大甕の頸部付近であ る。

16 1と162 は軸の羽口 の破片であ る。 いずれも先端付近の小片であ り、全体形を復元できるものではな

し ＼
゜

163 は頁岩製の剥片、164は軽石製品であ る。 164には切り込みの痕跡が認 め られる。 用途等は明らか

でない。

5 号溝状遺構 （第55図）

E - 4区で検出された東西方向にのびる溝であ る。 西側、東側は調査区外となる。 南北溝 S E 35との

関係は先に触れたとおりであ る。 検出範囲の東側で北東ー 南西方向に走る S E 27に切られている。 溝

の断面状は基本的に逆台形状を呈するが、東側では 2 段掘りとなり、南側が一段高くなってテラス状と

なる。 埋土の中位付近で遺物が若干量出 土している。 なお、 こ の溝の北で南北方向に並ぶ布掘りの柱穴

が 1 対検出されているが、その性格は明らかでない。

5 号溝状遺構の遺物 （第55図）

165は土師器高杯の杯部から脚部にかけての個体であ る。 166 も土師器高杯の脚部であ る。 いずれも

内外面ともに風化が著しく調整は不明であ る。 167は土師器甕の底部。 分厚い平底となる。

168は須恵器杯蓋であ る。 半径 10.4cm 程の矮小化した段階のものであ る。 かえ りは口 縁端とほぼ同じ

高 さであ る。 天井に宝珠つ まみが付く。 169 は壺の D 縁部～頸部の破片であ り、口 縁部に 2 条の凸線を

巡らせている。

24 号溝状遺構 （第56 図）

D - 7 区付近で 2 号溝と重複する南北方向の溝。 ほぼ同じ南北方向に走る S E 2 に切られる関係にあ

る。 検出面での幅は約2 m、深さは約0. 6 mで断面形は逆台形状を呈している。 C - 8 区 (A-A ' ) での

断面観察によ れば、こ の溝と重なる溝(S E 246) が存在したよ う であ り、24号溝に先行するものであ る

こ とが分かる。

24 号溝状遺構の遺物 （第57図）

170 と171 は須恵器の蓋杯の杯身。 171 は短く内傾する立ち 上がりを有する。 受部は短く稜は鈍い。

171は立ち 上がりが上方に向か う 。 底部が平らに近い点は同様であ る。

172 は士製の支脚の破片であ る。 内 外面にナ デ ・ 指 ナ デ調整の痕跡が残る。

173 は砂岩製の敲石であ る。 上下面ともに敲打痕が認 め られる。

25 号溝状遺構 （第56 図）

C - 5 区から E - 5 区にかけて東西方向に走り、E - 5 区で S E 24の北端部が直角 に接合する。 D -

5 区で一旦途切れるが約30 m 西側で再度 出現する。 現代の水路敷設に伴 う 削平によ る現象か。 検出面で

の幅は約l m、深さは0. 24mであ る。

25 号溝状遺構の遺物 （第58図 •第59 図）

174- 178は土師器の甕であ る。 174は D 縁部が緩やかに外反するものであ る。 176 は分厚い円盤状の
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底部である。 177 は 口 縁部から底部まで残存している個体である。 胴長で下膨れの器形を呈し、 底部は

丸底となる。

179 は鉢形あるいは椀状の器形を呈する土師器。 口 縁下部の外面に鈍い稜が形成される。

180 は 士師器高杯か台付鉢の脚部。 181 は 高杯である。 丹塗りがなされているが剥離が著しい。 脚部

は 屈 曲 する ことなく外方に大きく開く。

182 � 184は須恵器の蓋杯である。 182 は 杯蓋で天井 は 平らとなる。 上部外面の 1 / 3 程に回転ヘラ削

りが施される。 184は杯身である。 立 ち 上がりが直線的に内側にのびる。 や は り底部外面の 1 / 3 程度

回転ヘラ削 りがなされる。 186 と 187 は壺である。 186 は球形の体部をなす。 口 縁部の形状 は 不 明 であ

る。 187 は 直線的に外に開く口縁部を有する。 厚手のつ くりである。

188 は 須恵器の横瓶である。 口 縁部を欠く。 外面に平行 叩 きや カ キ 目 、 内 面に同心円 文が認め られ

る。 また外面に線刻がみられる。 粘土の接合痕が部分的に明瞭に観察できる。

2 号溝状遺構 （第3 •4• 56 図）

北は D •E - 6 区付近で S E 24と重複して走り、 南は E - 1 1 区で直角に曲がって東に向かい、 隣接す

る宮崎市教育委員会の調査区に続く溝を 2 号溝と名付けたが、 遺構分布図 （第4図） でも明らかである

とおり、 E - 10 区で 2 本の溝が重なっている。 混乱を避けるために調査時の遺構番号 は そのままとした

が、 切りあい関係から宮崎市教育委員会の調査区に続く南側溝が古く、 24号溝状遺構を切る北側溝が後

に掘削されたものである ことが分かる。 前者を 「 2 号南溝」、 後者を 「 2 号北溝」 と呼ぶ こととする。 2

号北溝の北端の状況 は 明らかでない。 これは現代の水路掘削の影響であろ う 。

2 号溝状遺構の遺物 （第61 図 •第6 2 図）

上述の重複する溝の う ち 、 遺物が多数出 土したの は 2 号北溝の方である。 特にD - 6 区� E - 7 区付

近で士師器が集中して出 士した。

189�20 7 は 土師器の煮沸具。 甕が大半を 占 め るが、 壺に近い器形の個体 (1 96� 198など） がある点は

35号溝出 土遺物と同様である。 器面 はエ具に よるナ デ調整が施されるが、 摩滅に より不明瞭なものも多

い。 粘士の接合痕を残すものも一定数ある。 底 部 は安定した平底から丸底のものまで多様である。 20 1

の よ う に木葉圧痕が付くものもある。

208と20 9 は 土師器台付鉢の脚台部。 2 10 は 土師器高杯の脚部であろ う 。

2 1 1� 2 13 は士師器の鉢である。 2 11 は 緩やかに外反する口縁部付近の個体で、 甕のそれに近い形状を

示す。 2 13 は 底部と体部の間、 お よび体部下部に粘土の接合痕が認め られる。

2 14は 土師器の杯 （いわゆる須恵器模倣杯）である。 D縁部と体部の境で屈 曲 し、 D 縁部が直に立ち 上

がる。 2 24は 士師器杯か椀の口縁部破片である。

2 1 5� 2 2 3 は須恵器蓋杯である。 2 15 は 平たなつ まみを有する杯蓋の完形品。 D 縁部と体部の境に段を

形成し、 D 縁部 は 直線的に外にのびる。 2 16 は丸 み を持つ 器形を呈する杯蓋。 2 1 7 � 2 2 3 は 杯身で立 ち 上

がりがわずかに反りながら内側に向か う 。 立 ち 上がりは概ね 短く、 2 2 1 など は 肉厚となる。 回転ヘラ削

りが施される部位 は 底部側の約1 / 3 程である。

2 25と2 26 は須恵器椀の口 縁部、 2 2 7 は須恵器の小壺の頸部～ 底部付近である。 体部は概ね球形で外面

は 回転ヘラ削り調整が施される。

2 28 は チ ャ ー ト製の火打 ち 石である。 2 2 9 は軽石製品、 2 30 は 砂岩製の凹石である。
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9 号溝状遺構 （第4 図）

A- 8 区� E - 9 にかけて北西ー南 東方向に走 り 、宮崎市教育委員会の調査区に向けてのびる。 北西

端の B - 8 区で二股に分かれている。 2 号南溝と交差する。 検出面での幅は約0 . 9 m、深さは約0 . 85 m で

ある。

9 号溝状遺構の遺物 （第63 図）

2 3 1は土師器壺の口縁部で大きく端部が外反する。 2 3 2 � 2 3 4 は土 師器甕 ・壺の底部。 2 34には木葉の圧

痕が付く。 2 3 5 は土師器椀か杯の底部で内外 面とも摩滅 している。 2 36 は土師器高杯の杯部と脚部の接

合 部である。

2 37は須恵器の横瓶の頸～肩部である。 これも摩滅によ り 外面の調整が不明 瞭とな っ ている。

20 号溝状遺構 （第4図 • 第 5 図）

調査区 内 の東端近くの E - 6 � 8 区を北東 ー 南 西方向に走る。 南 西端は 2 号北溝に合流する形とな

る。 溝の幅は約0 . 5 m、深さは約30 cm 程である。

20 号溝状遺構の遺物 （第64図）

2 38は須恵器瓶の胴部～底部である。 安定した平底とな り 、体部下部から底面にかけて回転ヘラ削 り

によ る調整が施される。

22 号溝状遺構 （第 5 図）

S E  9 と同様、北東ー 南西方向に走る。 北東端、南西端ともに調査区外にのび、全容は不明とな っ て

いる。 幅の狭い小溝 S E 143 が注 ぎ込 む形となる。 検出面での幅は約0 . 9 m、深さは約40 cmである。

22 号溝状遺構の遺物 （第65 図）

2 3 9 � 2 4 1 は土師器甕である。 2 3 9 は口 縁 部が直立気味に立ち 上が り 、胴部がやや膨らむ。 底部には木

葉圧痕が認め られる。

242 は土師器杯である。 口 縁部下位で緩く屈 曲 し、口縁部が直上気味に立ち 上がる。

243 · 244は須恵器の小壺である。 243 は口 縁部の破片でD唇部が窄まる。 2 45 は須恵器の大甕の胴部で

ある。 焼き歪みによ り いびつ な形状とな っ ている。

246 は、銅を芯材とする耳環である。 D - 10 区南寄 り の溝底面近くの レ ベルで出土した。 様 々 な要因

によ る表面の劣化のため 、表面材は確認不能とな っ ている。

67 号溝状遺構 （第66 図）

B - 8 区からD - 9 区にかけて S E 9 と平行に走 り 、南に屈 曲 した後に S C 2 1 の西で連続する凹部を

形成して不明瞭とな り 、終点を迎え る。 検出面での幅は約1.6 m、深さは約40 cm である。 溝の断面形は逆

台形状を呈する。 S Z 176 と重複する。 C - 9 区付近の埋士中 よ り 土器が多数出士したが、小破片が多

くまとま り はない。

67 号溝状遺構の遺物 （第67図）

247は士師器甕の口縁部で、直に立ち 上がる。 2 48と249 は甕の底部。 249 には木葉圧痕が残る。 2 50 は

須恵器の杯蓋。 2 5 1は須恵器の腺である。 D 縁部に意図的に打 ち 欠いた痕跡が認め られる。

30 号溝状遺構 （第4図）

自然の流路の よ う に不整形のものであ り 、平面形を明確に捉 え る ことはできない。 ただし遺物がまと

ま っ て出土してお り 、その広が り をも っ て遺構と捉え た。
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30 号溝状遺構の遺物 （第68図 •第69 図）

252 は土師器甕 の頸部から底部にかけての 個体。 安定した平底となる。 体部 の 上部に粘 土の 接合痕が

観察でき る。 253 は土師器の 甑 の 把手部分である。

254� 257 は須恵器の 蓋杯である。 254は蓋 の 天井部付近であった可能性 も ある。 255は須恵器の 杯蓋

であり、つ まみが剥落している。 256 と 257は高台 の 付く も の で、257は椀とすべ き か。

258� 26 1 は須恵器の 高杯である。 258と260 は脚部、259 は基部にあたる。 260 には櫛描波状文が施 さ

れる。

26 1は須恵器長頸壺 の 胴部である。 最大径部となる胴 部 の 上部が鈍く屈 曲 し、その 付近に櫛描波状文

を施している。 266 は須恵器の 壺 の 肩部に付く把手の部位であろ う 。

26 2 � 265、及び 268� 2 70 は須恵器の 甕であろ う 。 264は口縁部 の 破片で緩やかに外反する。 265は頸部

付近の破片であり、焼成時の 破裂痕が確認でき る。

267 は須恵器の 横瓶である。 側面長軸側の 一方が円窓状に開 く。 外面に平行叩 き 、内面に同心円弧状

の 当 て具痕跡が認め られる。

2 7 1は砂岩製 の 台 石、2 72 �2 73 は砂岩製 の 凹石である。

33 号溝状遺構 （第6 図）

E - 8 区で検出さ れた。 南東から北西方向に向けて流れ、幅が広がって、 2 号北溝に流れ込 む よ う な

状況となる。 検出面での 幅は0.8m。 深 さ は30 cmに満たない浅 い溝である。

33号溝ほか溝状遺構出土遺物 （第7 1 図）

2 74は土師器の 甕。 口 縁部は内傾したの ち 、直上に立ち 上がる。

2 75は須恵器の 甕 の 胴部片で、外面に格子 目 叩 き が施 さ れる。 2 76 は須恵器の 直口 壺 の 口 縁部。 2 77 は

おそらくは須恵器の 甕 の 頸部付近である。

( 6 ) 小穴出土遺物 と 遺構外の 出土遺物

掘 立柱建物の柱穴以外の 小穴から出士した遺物を第72 図に掲載した。 また包含層その 他から出土した

遺物につ いては第73 •7 4 図に示した。

2 78は須恵器の 高台付杯であ る。 かなり中央寄りに比較的小 さ な高台を貼り付ける。 2 79 は杯蓋で、天

井部に平坦面を形成し、口 縁端部は内側に短く折り曲 げる。 280 は高台 の付く杯身で、鈍く屈 曲 する腰部

を形成して、体部から口 縁部にかけてほぽ直線的に立ち 上がる。 底面端部近くにわずかに外に向く高台

を貼り付ける。

282 は砂岩製 の敲石である。

283 -3 12 が遺物包 含 層 の II 層や表 土中 な ど より出土した遺物である。 283 と 284は甕 の 口 縁部 であ

る。 283 は端部がわずかに内側に傾く。 粘土の接合痕が確認でき る。

285は士師器の 高杯 の 脚部である。 脚柱部は円柱状となり、裾部はラ ッ パ状に開く。

286 と287 は甑である。 286 は底部 の破片、287 は把手 の 部位である。 288は土製 の 支脚である。

289 - 293 と295- 298は須恵器の 杯蓋である。 289 は蓋であり天井部は平らとなり、その 近くの み 回転

ヘラ削りを施す。 290 -29 2 は杯身で立ち 上がりが内側に直線的にの びる。 29 3 は 口 縁端部とほぼ同じ高

さ の 帰りを有する蓋である。 つ まみ の 有無は不明。 295は口 縁端部を内 側に短く折り曲 げる蓋である。
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296 - 298およ び30 2 は高台付の杯である。 298は高台の貼り付け部位から直線的に体部がのびる。 高台

は接地面が平坦となる。 30 2 はやや異質な高台の付くもので、杯部も深く、鉢や椀に近い。

294は須恵器の壺で頸部から内傾気味に立ち 上がる。 30 1 は須恵器の小壺である。 30 3 は須恵器の壺の

胴 部で球形状を呈する。 300 は直線的にのびる高台部位である。 壺に付く高台であろ う か。 299 は須恵

器高杯の裾部。 304は須恵器横瓶の胴部である。 内 面に粘土の接合の痕跡が認 め られる。 外面には カ キ

目 が残る。

307と308•3 1 1は敲石である。 3 1 1は前述のとおり S A88 出 土。 309 は軽石製品である。 3 10 は台石で

ある。 3 12 は石錘であろ う 。 砂岩の礫を用 いて いる。

第4節 中近世の遺構 と 遺物
本調査区で検出された 遺構の主た る時期は、古墳時代後期から古代にかけて のものであ るが、少量な

がら中世の遺構や中近世の遺物が確認されて いる。 中近世の遺物は、B� D - 9 区付近で比較的多くみ

られた 。 遺構としては掘立柱建物 1 棟と溝が確認され、遺物は白 磁や青磁、備前焼、常滑焼、刀子や、土

師器杯 • 皿類が出 土して いる。

( 1 ) 掘立柱建物

7 号掘立柱建物跡 （第75図）

B•C- 8 •9 区で検出された。 67号溝状遺構と 2 2 号溝状遺構の間に位直して いる。 梁行 1 間 X 桁行

2 間 の掘 立柱建物である。 柱穴端部間 の遺構長は四辺とも4. O m である。 遺構主軸は N - 16° - E をと

る。 P2-3 には柱材が遺存して おり、沈下した た め か他の柱穴底面 レ ベ ル よ りかなり下まで入り込んでい

た 。 分析の結果、樹種は広葉樹のス ダ ジ イ である ことが判 明している。 遺跡の周辺の照葉樹林で採取可

能であった木材と考え られる。

柱穴 Pl-3 内 よ り遺物 (3 13 ) が出 土して いる。 鏑蓮弁文様を有する青磁碗である。

( 2 ) 溝状遺構

23 号溝状遺構 （第27図）

E •  D - 9 ・ 10 区に位置する。 2 1 号土坑と導水の小溝を切る。 検出面での幅は約0 . 9 m、深さは 20 cm 程

度である。 南端近くの埋士中 よ り白 磁の口縁部小破片 (3 14) が出 土した。

( 3 ) 遺構外の 出士遺物

まとめ て 第77•78図に掲載して いる。 また 時代不明であるが石器も こ こで扱 う （第79 図）。 石材などの

詳細は計測表を参照された い。

3 15は陶器の備前焼の甕である。 口 縁部が 「く」 字状に外反し、外面に凹線文を施して いる。 3 16 は備

前焼の播鉢である。 口 唇部と外面に凹線文を施して いる。 内 面に 10 条を原体とする描 目 を有する。 3 17

は播鉢の D 縁部で外面に 2 条の凹線文が施されて いる。 内 面には7条を原体とする播目を有する。 近世

の堺赤石系 の所産と思 われる。 3 18は近世の唐津焼の甕である。 外面に横方向の ナ デを施し、内 面に格

子 目 叩きを有する。
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3 19 は磁器碗である 。 内面に蛇ノ目釉剥 ぎがみ られ る 。 3 2 0 は磁器の染付碗で、見込五弁花 コ ンニ ャ ク

と 蛇ノ 目 釉剥 ぎがみ られ る 。 3 2 1は筒型碗の底部で見込五弁花コンニ ャ ク がみ られ る 。 内 外面に施柚 と

回転ナ デがみ られ る 。 3 2 2 は青 磁碗の底部であ る 。 見込五弁花 コ ン ニ ャ ク を底部の中央付近に施す。

3 2 3 は肥前系の染付皿であ る 。 3 2 4 は龍 門 寺系薩摩焼の碗であ る 。 内 面に蛇 ノ目釉剥 ぎが施され る 。 濃

緑色の釉を施 し ている 。 3 25は白 磁の小杯の胴部～底部で、内外面に貫入がみ られる。 近世の唐津焼であ

ろ う 。 3 26 は磁器の薔付香炉の頸部である 。 3 27と3 28は灰黒色を呈する 近世の瓦であ る 。

3 29 と 3 3 0 は剥片である 。 3 3 1は打製石鏃である 。 表士中で採集されたものであ る 。

第 1 表 宮 ヶ 迫遺跡土器観察表
心ト 出士
番号 位置

I SA88 

2 SABB 

3 SABB 

4 SA44 

5 SB2 

6 SB2 

7 SB2 

8 SB2 

9 SB3 

I D S812 

I I  S85 

1 2  S85 

1 3  SB5 

1 4  SC21 

1 5  SC21 

1 6  SC11 

1 7  SC11 

18 SC21 

1 9  SC21 

20 SC21 

21 SC21 

11 SC11 

23 SC21 

24 SC21 

25 SC21 

26 SC21 

27 SC21 

28 SC
D
2
9 
1 , 

19 SC11 

30 SC11 

種別 器形

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甑

土師器 甕

土師器 椀

土師器 片口椀

須恵器 蓋

須恵器 甕

須恵器 壺

土師器 模倣杯

土師器 甕

須恵器 杯身

須恵器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 壺

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 高杯

土師器 椀

須恵器 杯蓋

須恵器 杯身

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

部位 法量(an)

口径 底径 器高 胴径

胴部～底部 1 2  

底部 10  木の葉底

底部 6. 1 

底部 ID. I 

口縁～底部 1 2 9 3. 6 4. 95 

口縁～底部 1 2. 6 1 2. 3 

口緑部

底部

胴部 16. 2 

口縁～体部 14. 6 4. 6 

底部 9. 1 （木の葉）

口縁～底部 1 3. 6 3. 4 

胴部

口緑部

口縁部

口縁～胴部 1 9  

口縁～胴部

口縁～ 16. 7 4. 2 24. 2 底部付近

底部 1 1 3  

底部 1 2. 8 （木の葉底）

底部 8. 5 

底部 5 （木の栞底）

胴部～底部 4 

杯部

口縁～底部 1 3. I 5. 5 

口緑～ 9 天井部

口縁～底部 1 1  

胴部

胴部

胴部～底部

手法調整文様他 胎士の特徴
外面 内面

斜め方向のエ真ナデ 斜め方向のエ貝ナデ 3 1M1以下の灰白色 ・ 灰色粒を 多 く 含む 2 1M1以下
の にぷい橙色粒を少し含む

ナデ ナデ 黒斑 3 mm以下の褐灰 灰白 色の粒を 多 く ， 5mm以下の
褐灰色を少し含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く ナデ調整 2岡以下のにぷい赤褐 褐灰色の粒を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 工具ナデ指押さえ 5叩以下の粒 と 2 呵以上の黄灰 にぷい褐 赤褐
色粒を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 211111以上の赤褐•灰赤赤橙 橙 を 多 く ふ く む

摩耗著 し いがナデや 摩 耗 気 味 で あ る が， 2岡以下の黒色粒 を 多 く 含む 2 mmの に ぶ い橙
指ナデ 工具ナテ 粒 を 多 く 含む 2 mm以下の褐灰色 を 多 く 含む

回転ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナ デ 粘良で緻密

叩目 平行の当て具痕 精良で緻密 3 nm以下の黒褐色粒を含む

回転ナデ 回転ナデ 精良で緻密

摩滅 黒斑 横方向のナデ． ナデ 3呵以下 の に ぷい褐色 2 mm以下の褐灰色 を 多
く 含む

ナデ ナデ 3面以下の赤褐•渇灰粒を 多 く 含む 焼成は良好

回転ナ デ ヘ ラ 削 り 回転ナデ 精良 ( 2 rrvn以下の灰白粒を少 し含む ） 緻密

斜め方向に平行タタキ 同心Pl紋 精良で緻密の後横方向にかき目

横方向のナデ 横方向のナデ 風化 51M1以下の灰 白 粒 4 mm以下の褐色粒 を 多 く 含
気味 む

横方向のナデ 風化著 し く 胎土の砂 2岡以上の に ぶ い赤褐色の粒， 明褐灰色の粒を
粒露出 多 く 含む

ナデ ナデ 粘土の繋ぎ目 l lMl以上 ・ 5呵以下のにぷい橙 •明褐灰を含むが確認で き る

風化著 し く 調整不明 粘土の つ な ぎ 目 ほ ぼ 6 mmの灰白 3 mm以下の乳目粒を 多 く 含む全面黒斑
横 ナ デ 縦 方 向 の ナ 横方向のナデ 粘土の 5呵以上の褐灰の粒 と 2 1Ml以上の灰 白 に ぷ い
デ 繋ぎ目が確認できる 褐 褐灰の粒を 多 く 含む

指押 さ え 黒斑 4呵以下の灰赤褐の粒 を 多 く 含む

横方向のナデ 欠損
6 1M1以上の に ぷ い 橙 ・ 黄 灰 の 粒 · l 1M1以上 の 褐
灰•灰白 の粒を含む

ナデ ナデ 6 1M1以上の に ぷ い橙の 粒 2 mm以上の 灰 白 に ぷ
い橙の粒 を 多 く 含む

ナデ ナデ 黒斑 6nm以下の灰 臼 • 赤褐の粒を 多 く 含む

風化著 し く 胎土の砂 ナデ 粘土の繋ぎ目 2 mm以上の褐灰の粒， 明褐色の粒を 多 く 含む粒露出 が確認で き る
ナデ 接合痕 粘土 風化著 し く 調整不明 211111以下の赤褐色 にぶい赤褐色粒を少し含むの繋ぎ目
一部横方向のナデ黒 風化著 し く 調整不明 4 血以下の灰 白色 灰色 乳白 色 明褐色 褐色の

粒 を 多 く 含む

沈線と 回転ナデ 回転ナデ l 岡以下の乳白色粒をすこ し含み緻密

回転ナ ベ と 回転ヘフ 回転ナデ l 面以下の乳白色粒 を す こ し含み緻密削 り
斜め方向の叩 き の 後 同心円の当貝痕 精良で緻密に横方向の カ キ 目
叩 き 目 横方 向 の カ 叩 き 目 精良で緻密キ 目

格子目 叩 き カ キ 目 同心円紋 6面以下の灰白 色粒を含む 3 rrun以下の灰色粒
を 多 く 含む

31 SC21 土師器 支脚 4 叩 き 目 の痕跡 6 11111以下の灰 白 ・褐色を お お く ふ く み. 6 1Ml以下
の乳白色灰粒を少し含む

32 SCl63 

33 SCl64 

34 S
S

C
C

1
1
6
6

4
5 
, 

35 SCl64 

36 SCl64 

37 SCl64 

38 SCl64 

39 SCl64 

40 SC1 65 

41  SCl65 

42 SCl65 

43 SC7 

44 SC? 

須恵器

土師器

士師器

士師器

土師器

土師器

土師器

土師器

士師器

士師器

須恵器

土師器

土師器

高杯

甕

甕

高杯

鉢

甕

片口鉢

支脚

鉢

高杯

無頸壺

甕

椀

脚部 9. 5 

頸部～胴部

底部

脚部 9. 6 

底部 3. 4 

胴部～底部 4. 4 

口縁～底部 1 8  7 .  85 

口緑部 14. 8 

基部

頸部～底部 9 3 13. 2 14 .  9 

底部 ， 
口縁～底部 6. 6 

回転ナデと沈線 回転ナデ 2 1TV11以下の乳白色を少 し含む

縦方 向 の ナ デ 横方 横方向のナデ 2 1TV11以上の灰にぷい黄橙明赤褐色を含む向のナデ

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 2呵以下の褐灰の粒， 灰 白 の 粒を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 l mm以上の褐灰の粒， 明褐色の粒を多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 2岡以下の褐灰の粒， 灰 白 の粒 を 多 く 含む

ナデ粘土の反 り ナデ I 叩以上の黄灰 に ぷ い赤褐色灰を含む

ナデ粘土の繋ぎ 目 ナテ調整 l 呵以上の黄灰の粒と小数の明赤褐の粒を 多 く
含む

4. 9 風化著 し く 調整不明 7呵以下の に ぷ い赤褐色 灰褐色 ． 灰白 の粒を含
む

風化著 し く 調整不明 斜め方向のナデ 2 1TV11以上のにぷ い赤褐色， 褐灰色の粒を含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 211V11以下の褐灰の粒， 明赤褐色の粒を含む

一部分自然柚 一部分に焼ぷ く れ 2 町l以下の灰色粒 を 少 し 含む

横 ナ デ ナ デ 斜め方向の指ナデ 2 叩以下の灰色 ・褐灰色の粒を含む

回転ナデ 風化著 し く 調整不明 2叩以下の赤褐色にぶい赤褐色粒を含む
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色調
外面 内面

浅黄橙 (7. 5YR8/4) 灰 白 ( I O
Y
Y
5
R
/
Bi

)
/2) 

灰 (7. 5

浅黄橙 (7 5YR8/4) 褐灰(IOYR6/ l )

浅黄橙 (7 5YR8/3) 灰白 ( I OYRS/2)

橙 (5YR6/8)
橙 (5YR6/6)

橙(5YR7/6)

にぶい橙(7 5YR7/4) 橙 (2. 5YR7/6) 

淡橙 (5YR8/4) 浅
浅

黄

橙

橙
(5Y

(
R
I O
8

Y
/4

RB
)
/3) 

褐灰(5YR5/l)

灰 (N7/) 灰 (N7/)

灰(5Y6/l) 灰(5Y6/l)

灰(N7/) 灰黄褐 (I OYR6/2)

浅い黄橙(7 5YR8/4) 浅い黄橙 ( IOYRS/3)

褐灰 (IOYR·6/l) にぷい橙 (7. 5YR7/4) 

灰白 (Nl/) 灰 (N6/)

灰白 (7. 5Y·7/1) 灰白 (N7/)

浅黄橙 (7. 5YR8/4) 灰白 ( I OYR8/2) 

浅黄橙 (7. 5YR8/4) 浅黄橙(7. 5YR8/ 3 )  

橙(5YR6/8) 灰(7. 5Y6/l) 

橙 (5YR6/8) 橙 (5YR6/8)
黄灰(1 5Y6/l)  

にぶい赤橙( IOR6/4) 灰白 ( I OYR8/1) 
にぷい褐(7 5YR6/3) 褐灰(IOYR4/1) 

浅い黄橙(7 5YR8/4) 黄灰(2 5Y6/l) 

灰 白 (2 SYRB/2) 

橙(1 5YR6/8) 
橙 (2. 5YR7/6) 橙(2 5YR6/6) 

橙(1 5YR7/6) 灰 (SY 5/1) 

黄橙(7. 5YRB/8) 褐灰(IOYR4/1) 
浅黄橙 (7 5YR8/3) 黄褐色(IOYR5/6)

浅黄橙 ( IOYRB/3) 灰白 ( I OYRS/2)

灰白 (IOYR8/2) 灰白 (2 5Y8/l )  
灰色(7. 5Y4/l )  灰色(7. 5Y5/J )  

灰白 (Nl/) 灰 (N6/)

灰 (N6/) 灰 (N6/)

灰白 (Nl/) 灰白 (7 5YR7/l )  

灰 (N6/) 灰 (N5/)

灰(N4/) 灰白 (N7/)にぷい褐(7 5YR5/3) 
灰白 (7. SYRB/2) 黄灰 (2. 5Y5/) 
橙(5YR7/6)

灰 (N6/) 灰 (N5/)

浅黄 (2. 5Y7/4) 灰白 (5Y8/ 1 )

橙(5YR6/8) 橙
にぷ

(5Y
い
R6

黄

/8
橙

)

( I OYR7/3) 

橙(5YR6/6) 浅黄橙( IOYRB/4)

橙(5YR6/8) 橙 (5YR6/8)

にぷい黄褐色 褐灰(IOYR6/1 )(IOYR5/3) 

灰 白 ( I OYR8/1) 褐灰(IOYR6/l )

にぷい黄橙 ( IOYRl/3) 橙 (2. 5YR6/6) 

にぷい橙(7 5YR7/3) 橙 (5YR6/6)

にぷい橙(7. 5YR7/4) 橙 (7. 5YR6/6) 

灰白 (5Y7/l) 灰白 (1 5Y7/) 灰(7 5Y6/) 灰(7. 5Y5/) 

にぷい黄橙 ( IOYR7/4) にぶい黄橙( I OYR7/2)

暗灰黄(2. 5Y5/2) に ぷ い橙 (7. 5YR6/4) 



ゆト 出土
番号 位固

45 SC7 

46 SZ176 

47 SE35 

48a SE35 

48b SE35 

49 SE35 

50 SE35 

5 1  SE35 

52 SE35 

53 SE35 

54 SE35 

55 SE35 

56 SE35 

57a SE35 

57b SE35 

58 SE35 

59a SE35 

59b SE35 

60 SE35 

61 SE35 

62 SE35 

63 SE35 

64a SE35 

64b SE35 

64c SE35 

65 SE35 

66 SE35 

67 SE35 

68 SE35, E1 

69 SE35 

70 SE35 

71  SE35 

72 SE35 

73 SE35 

74 SE35 

75 SE35 

76 SE35 

77 SE35 

78 SE35 

79 SE35 

80 SE35 

8 1  SE35 

82 SE35 

83 SE35 

84 SE35 

85 SE35 

86 SE35 

87 SE35 

種別 器形

土師器 杯蓋

土師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

部位

口縁

口縁～胴部

口縁～底部

口緑部

頸部付近～
底部

口縁～胴部

口縁～胴部

口縁～胴部

口縁～底部
付近

口緑～
底部付近

口縁～胴部

口縁～胴部

ほぽ完形
木の葉底

口縁～胴部

胴部～底部

口縁～底部

口縁～胴部

底部

口縁～胴部

口縁～底部

口縁～
底部付近

口縁～
底部付近

頸部

服部～
底部付近

底部

口縁～底部

口縁～底部

口縁～胴部

口縁～洞部

口縁～底部

口縁～底部

口縁～胴部

口縁～底部

口縁～底部

口縁～胴部

口縁～胴部

口縁～胴部

口縁～胴部

法量(an)
口径 底径 器高

15. 6 

25. 9 1 2. 7 26 

17. 4 

5. 8 

11 1 

16. I 

16. 7 

17. 3 

1 5  

25. 2 10. 2 26. 4 

10 

5. 5 23. 6 

19. 5 

4. 7 

1 6  

8 .  7 5. 3 16. 8 

21 2 

18. 3 

9. 9 

21 6 5 23. 3 

1 6  4 

16. 8 

15. 4 

17. 1 7. 3 

16. 7 5. 6 

17. 4 

15. 6 6. 5 

16. 3 

17 9 

17 3 

17. 4 

19. 5 

1 5. 1  

21 5 

26. 4 

22 

22. 5 

口縁
付

～
近
底部 21 

口縁～底部
木の葉底 10. 5 23. 3 

口縁～胴部 14. 4 

口縁～胴部 17. 8 

口縁～胴部 17 5 

口縁～胴部 18. 4 

口縁～胴部 21 8 

口緑～
底部付近 21 6 

口緑～胴部

口縁～胴部

手法調整・ 文様他 胎土の特徴胴径 外面 内面

回転ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナ デ 粕良で緻密

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 6 岡以下の明赤褐色， 7 1M1以下の に ぷ い褐色， 5
mm以下の灰白色の粒 を 多 く 含む

摩 滅 気 味 ナ デ． エ具 工 具 ナ デ ナ デ一 部 6mm以下の明赤褐色 5呵以下の鈍い橙色 と 灰
ナデ 分黒斑 白 色 粒を 多 く 含む

横ナデ． ナデ ・ 黒斑 工具ナデ， ナデ 5 mm以下の赤褐色 褐色 灰色の粒を 多 く 含む

11 5 工具ナデ， ナデ黒斑 工具ナテ， ナデ， 指押 7叩以下の赤褐色 褐色 灰 白 ， 乳 白 色 の 粒 を 多
さ え く 含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 5面以下の褐色． 赤褐色 乳 白 色． 灰 白 の 粒 を 多
く 含む

摩耗気味であ る がナ 摩耗気味で あ る がナ 4呵以下の灰褐． にぷい橙色粒 を 多 く 含むデ調整 デ調整
横 ナ デ調 整 荒 い ナ 摩耗気味で あ る がナ 51M1以下の に ぶい赤褐色， 3 mm以下の黒褐色 の
テ 粘土の繋ぎ目 デ 粒を少 し含む
序耗気味であるが横 摩耗気味であるがナ 6呵以下の褐色粒を 多 く 含むナデ粘士の繋ぎ目 デ
工具によ る斜め方向 摩耗気味で あ る が ナ 9mm以下の褐色性粒を 多 く 含む 4mm以下の灰0) ナ デ 後 ナ デ． 横 ナ
デ・黒変粘土の繋ぎ目 デ 粘土の繋ぎ目 褐の粒を 多 く 含む

摩耗著 し く 調整不明 摩 耗 著 し く 調 整不 4 5 血以下の明赤褐色， 3 nm以下の褐灰色の粒
明 一部分黒変 を 多 く と 3面以下の灰白色の粒を少し含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 3 岡以下の明赤褐色, 6 呵以下の明褐灰色 の粒
を 多 く 含む

工具によ る横斜め方 工 具 に よ る横方向の 7 11111以下の に ぷ い橙 褐灰色粒 を 多 く 含む 3 mm向 の ナ デ， 縦 位 の エ ナデ． 指押さえ 以下の灰白粒を含む具 に よ る粗いナデ

摩耗気味であ る が ヨ 4mm以下の に ぷ い黄橙色 の 粒 を 含 む 4 mm以下
摩耗気味であ る が ヨ コ ナ デ 工具ナデあ の褐灰の粒を 多 く 含む 2 mm以下 の 乳 白 色 の 粒
コ ナ デ

り
を 多 く 含む 4呵以下の暗赤褐色の粒を 多 く 含
む 4 11111以下の暗赤灰の粒を含む

摩耗気味であ る が斜 5面以下の褐灰の粒を 多 く 含む 6mm以 下 の に
め 方 向 の ナ デ． エ 具 距耗気味であるがエ ぷい褐の粒を含む 4 mm以下の 乳 白 色 の 粒 を 含

具ナデ， 指押 さ え む 41JV11以下の にぷい赤褐の粒を含む 511111以下ナデ の黒褐の粒を含む

摩耗若 し い ．
一部 ナ 工具ナデ． 横ナァ 指 4岡以下の褐灰の粒 を 多 く 含む 8mm以下の乳

押 さ え． 粘 土 の 繁 ぎ 白 色の 粒 を 含 む 4叩以下の明赤褐色の粒を含デ調整 横ナデ． 黒斑 目 む 4 呵以下の赤黒の粒を含む
斜め方向の工具ナデ 摩耗著 し い が 斜 め 5呵以下の褐灰色粒を 多 く 含 む 4mm以下の灰
の後ナデ， 横ナデ 方向のエ具ナデ 白色粒を含む

荒いナデ， ナデ調整 指ナデ 51M1以下の褐灰色粒を 多 く 含む 4mm以下の灰
白色粒を含む

ナ デ ・ 斜 め 方 向 の ナ 摩耗気味で あ る がナ 51M1以下 の明赤褐石. 4 1M1以下の褐灰石の粒が
デ調整 デ 多 い
摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 5岡以下の にぷい褐 明褐色粒を 多 く 含む粘土の繋 ぎ 目
摩 耗 気 味 で あ る が， 4岡以下の灰褐 褐灰色粒を 多 く 含む 21M1以下部分的にエ具ナデや ナデや横ナデ調整 の灰白色粒を含むナデ粘土の繋 ぎ 目

横 ナ デ調 整 摩耗著 横 ナ デ． 摩 耗 著 し い 6 1M1以下の 黒の粒を含む 7 mm以下の に ぷ い 黄
橙の粒を含む 5 mm以下の灰赤の粒を含む 5mm19  し い が 工 具 ナ デ 黒 が 斜 め 方 向 の ナ テ， 以下の乳白色の粒を含む 5 叩以下の黄灰の粒斑 工具ナデ を 多 く 含む

摩耗著 し く ， 貼付突 斜 め 方 向 の ナ デ． 黒 5叩以下 の に ぶ い褐色 4mm以下の褐灰色の粒
帯 斑 を 多 く 含む

摩 耗 著 し い が．
一 部 摩 耗 著 し い が 一 部 5叩以下の灰白 ・ 褐灰色 4 叩以下のにぷい褐色

分工具痕の痕跡 分 工 具 痕 の痕跡 全 の粒を 多 < . 3叩以下の赤褐色の粒を少し含む体的に黒斑

工具ナデの後ナデ 剥離 3 mm以下の褐灰色の粒を 多 く 含む

縦 横 方 向 の 工 具 ナ 横 方 向 の ナ デ， 指 押 9面以下 の 乳 白 色 の 粒 を 多 く 含む 7面以下の
デ 横ナデ さ え 赤褐の粒を 多 く 含む 7血以下の褐灰の 粒 を 多

く 含む
摩耗著 し いが工具ナ 斜め方向 の ナ デ と 指 6mm以下の灰褐褐灰色粒 を 多 く 含む 3 叩以下
デと斜め方向のナデ なで指押さえ， 黒斑 の灰白の粒を 多 く 含む

摩耗著 し く 潤整不明 摩 耗 著 し い が 一 部 5面以下の褐色, 3面以下の明赤褐色 の 粒 を 多
分にエ具ナデの痕跡 く と ， 4呻以下の褐灰色の粒を少し含む

横 ナ デ調整． 斜 め 横 工 具 ナ デ． 横 斜 め 方 4面以下の橙色， 5叩以下の褐灰色の粒 を 多 く
方向に指ナデ 向 に ナ デ 含 む
摩耗 し て い るが工具 工具に よ る ナ デ と 端に よ る 縦 方 向 の ナ 6叩以下の褐色の粒を 多 く 含む
デ ・ 帯状に煤の付着 部痕

20. 9 摩耗著 し く 調整不明 指押 さ え， ナデ 6 mm以下の灰白や乳白色の粒を 多 く 含む

斜め方向に指ナデ後 横 方 向 に ナ デ， 工具 4面以下の褐灰色 5面以下の灰 白 色 6呵以下横ナデ 斜め方向にナ ナ デ の 後． 横方 向 に の赤褐色の粒 を 多 く 含むデ， 工具ナデの痕跡 ナデ
摩耗気味であるが． エ 摩 耗 気 味 で あ る が
貝の端部痕横方向のナ 横方向のナデや工具 B IMl以下の褐灰 明赤褐色粒を 多 く 含む
デ． エ具ナデ煤の付精 ナデ． ナデ
摩耗著 し いが工具ナ 摩耗著 し く 調整不明 l阿以下の明褐灰色， 5呵以下の灰白色， 6血以
デの痕跡 で口縁部に赤変 下の褐灰色の粒を 多 く 含む
横 縦 糾 方 向 に ナ 横 ・ や や 斜 方 向 に ナ 7叩以下の灰 白 色 6 mm以下の明赤褐色の粒を
デ， 帯状に黒変 デ， 黒斑 多 く 含む
摩耗著 しいが． 斜め方 摩耗気味で あ る がナ 5呵以下の褐灰 褐色粒を 多 く 含む向のエ具ナデや指頭痕 デ調整
摩耗気味であるがナ 工具によ る斜め横方 6血以下の灰 白 7 面以下のにぷい褐色の粒を
デ調整 向のナデ 多 く 含む
工 具 ナ デ の 後 ナ デ 横斜め方向のナデ I Orrvn以下の褐灰色， 9 mm以下の に ぶ い赤褐色の
一部分黒変 粒 多 く と し 6 1Ml以下の灰白色の粒を少し含む
磨耗気味 で あ る がエ 摩耗気味で あ る が斜 7 mm以下の 赤褐色 ・ 褐色 ・ 灰臼 乳 白 色の 粒 を 多
具ナデ め方向のナデ く 含む

摩耗気味 で あ る が，
岸耗気味で あ る が， 1 0mm以下の褐色 の高師小倍 を 含む 3 nm以下の
斜め方向 に エ 呉 に よ 乳 白 色 粒 を 多 く 含む 5叩以下の褐灰粒 を 多 く26. 4 工 具 に よ る ナ デ 調 る ナ デ調整 横 方 向 含む 3 mm以下の明赤褐色粒を 多 く 含む 4叩以整 指ナデ のナデ 下の黒色粒を含む

横ナデ． ナデ鯛整 摩耗気味であるが横 6面以下 の に ぷ い赤褐粒 4 mm以下の黒褐粒を
ナデ． ナデ調整 含む

斜 め 方 向 の ナ デ， ナ 摩耗気味で あ る がナ 8面以下の灰粒， 6叩以下の黒粒を含むデ調整 デ調整

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 4呵以下の橙， 褐色粒 を 多 く 含む

摩 耗 気 味 で あ る が 斜め方向のナデ 5岡以下の赤褐色や褐色 灰 白 の 粒を 多 く 含む工具ナデやナデ
摩耗気味であるがナ 横方向のナデ 8mm以下の赤褐色． 褐色 灰 臼 乳 白 色 の 粒 を 多
デ く 含む
工具に よ る 荒 い不定 6岡以下の灰渇色粒を 多 く 含む 4 mm以下のに方 向 の ナ デ ・摩耗気 摩耗気味のナデ ぶい褐色粒を 多 く 含む味のナデ
摩耗著 し いがエ貝ナ 序耗著 し いが工具ナ 4mm以下の褐灰色， 明赤褐色の粒を 多 く と 3mm
デの痕跡 デの痕跡 以下の灰白色の粒を少し含む
摩耗気味であるが横 斜め方向のナデ I呻以下の赤褐色． 褐色 灰 白 ． 乳 白 色 の 粒 を 多
ナデ ・ ナデ く 含む
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外面

灰 (N6/)

橙(5YR7/6)

浅黄橙(7 5YR8/4) 

浅黄橙(IOYRB/4)

浅橙(5YR8/4)

橙(2 5YR7/8) 

浅黄橙(7 5YR8/4) 

橙(5YR6/6)

にぷい橙(5YR7/4)

にぷい橙(7 5YR7/4) 
にぶい橙(7 5YR5/4) 

橙(5YR7/6)

橙(5YR7/6)

褐灰(7. 5YR5/) 
橙(5YR6/6)
橙(5YR7/6)

橙(5YR7/6)
橙(2. 5YR7/6) 

淡黄橙(7. 5YR7/4) 
浅黄橙(7. 5YR8/3) 

橙(5YR7/6)
橙(2 5YR7/6) 
赤灰(2. 5YR4/l )  
にぷい黄橙(IOYR7/2)
褐灰(IOYR4/l )

明黄橙(IOYR7/6) 

橙(7 5YR7/6) 

橙(5YR7/6)

にぷい橙(7 5YR7/4) 

橙(5YR6
(
/
7
6) 

浅黄橙 5YR8/6) 
橙(5YR7/8)

浅黄橙(7 5YR8/6) 

浅黄橙(7 5YR8/6) 

黒(2. 5Y2/) 

淡赤橙(2. 5YR7
I
/
) 
4) 

褐灰(7. 5YR6/ 
浅黄橙(IOYRS/3)
にぷい赤褐(IOR6/4)
赤黒(IOR2/l)

橙(5YR7/6)

灰 白 (IOYR8/2)

橙(2 5YR6/6) 
にぷい橙(7 5YR7/4) 

橙(7 5YR7/
6

6
) 

) 
黄(2 5Y8/ 

橙(2. 5YR7 /6) 

にぷい橙(5YR7/3)

橙(5YR7
橙
/6

（
) 

1こぷい 7 5YR7/4) 

橙(5YR6/6)

橙(5YR7/6)

にぷい橙(7 5YR7/4) 
褐灰(7. 5YR4/l) 

にぷい黄橙(IOYRl/4)

橙(2 5YR7/6) 
橙(2 5YR6/8) 
浅黄橙

い
(IO

黄

(
Y
IO

橙
R
Y
S

R
/
(

S
2
IO

/
)
4

Y 

) 
灰白
1こぶ Rl/3) 
灰(N5/)
明赤褐(2 5YR5/6) 
一部黒変

橙(5YR6/6)

橙(5YR7/6)

黄橙(7. 5YR7/8) 

橙(2 5YR7/8) 

橙(5YR6/6)
黒褐 (5YR3/1)

橙(5YR7/6)

橙(7 5Y7/6) 

色調
内面

灰 (N6/)

淡橙(5YR8/4)

浅黄橙(IOYRB/3)

浅黄橙(7. SYRB/4) 

浅黄橙 (IOYRB/4)

橙(7. 5YR7/6) 

浅黄橙(7. SYRB/3) 

橙(5YR6/8)

褐灰 (5YRYR5/l)

浅黄橙(IOYRB/4)

橙 (5YR7/6) 

浅黄橙(7. 5YR8/6) 

淡橙(5YR8/4)
黒褐色 (5YR2/l )

浅黄橙(7. SYR
8

B
/

/
3
4
) 

) 
浅黄橙 (IOYRB/3

橙(7 5YR7/6) 

褐灰(IOYR
(
4
IO
/
Y
l )
R8 浅い黄橙 /3) 

にぷい橙 (7. 5YR7/3) 

灰白 ( I OYRB/2)

浅黄橙(IOYR8/3)

橙(5YR6/6)
褐灰 (5YR5/ 1 )

褐灰(7 5YR5/ l )  

浅黄橙(IOYR
／
B
）
/3) 

褐灰(IOYR5/
橙(2. 5YR7/6) 

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

黄灰(2 5Y 5/1) 

黄灰 (2. 5Y5/ l )  

黒 (IOYR2/
（
l )  

に ぶ い橙 7. 5YR7/3) 
淡橙(5YR8/4)
明褐灰 (5YR7/

）
2) 

褐灰(5YR4/l

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

灰白 ( I OYRS/2)

橙(7. 5YR7/6) 
褐灰(7 5YR4/l )  

橙(7. 5YR6/6) 

にぷい橙(5YR7/4)

橙(5YR6/6)

浅黄橙(7. 5YRB/4) 

灰白 ( I OYRS/2)
浅黄橙(IOYR8/4)

橙(5YR7/8)

浅黄橙(7. 5YR8/6) 
褐灰(7. 5YR4/l )  

灰白 ( I OYRB/2)

橙 (5YR7/8) 

灰 (N5/)
灰白 (2 5Y8/2) 
浅黄橙(IOYS/3)

明赤褐 (5YR5/8)
褐灰(5YR4/l)

橙 (5YR7/6) 

明褐灰 (5YR7/l )

橙(2. 5YR6/8) 

橙(2. 5YR6/8) 

明褐灰 (7. 5YR7/I )  

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

黄橙(7 5YRB/8) 



心ト 出土
番号 位瀾

88 SE35 

89 SE35 

90 SE35 

91  SE35 

92 SE35 

93 SE35 

94 SE35 

95 SE35 

96 SE35 

97 SE35 

98 SE35 

99 SE35 

100 SE35 

I OI SE35 

102a SE35 

102b SE35 

103 SE35 

104 SE35 

105 SE35 

106 SE35 

107 SE35 

108 SE35 

109 SE35 

1 1 0  SE35 

I l l  SE35 

1 1 2  SE35 

1 1 3  SE35 

1 1 4  SE35 

1 1 5  SE35 

1 1 6  SE35 

1 1 7  SE35 

1 1 8  SE35 

1 1 9  SE35 

120 SE35 

1 21 SE35 

122 SE35 

123 SE35 

124 SE35 

125 SE35 

126 SE35 

127 SE35 

128 SE35 

129 SE35 

130 SE35 

種別 器形

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 壺

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 壺

士師器 甕

士師器 甕

土師器 鉢

士師器 鉢

土師器 壺

士師器 鉢

部位 法量(011)

口径 底径 器高

口縁～胴部

口縁～底部 25. 5 5 22. 9 

口縁～胴部 14. 2 

口縁～胴部 16. 8 

口縁～胴部 11. 5 

口縁～底部 8. 4 

口緑～ 16. 8 底部付近
口緑～ 18. 4 底部付近

口縁～底部 21 8 6. 9 31 3 

口縁～胴部 21 

口緑～胴部 16. 8 

口緑部 13. 9 

口縁～胴部 I I  

頸部付近～
底部付近

胴部

底部 7 8 

祠部～底部 8. 8 

胴部～底部 6. 2 

胴部～底部 6. 8 木の葉底

洞部～底部 5 

胴部～底部
木の葉底 1 2  

底部 7. 1 

底部 7. 8 

胴部～底部 6 

胴部～底部 7 4 

胴部～底部 6. 2 

胴部～底部 8 

胴部～底部 7 3 

胴部～底部 5 

胴部～底部 5 

胴部～底部 6. 7 

胴部～底部 3. 8 

洞部～底部 5. 6 

洞部～底部 4. 5 

胴部～底部 6 

胴部～底部 6. 4 

胴部～底部 5 

胴部～底部 6. 2 

胴部～底部 8 

胴部～底部 6. 4 

口縁～底部
木の葉底 21 2 8. 7 18. 4 

口緑～底部
木の葉底 11 9 10. 5 1 3  9 

月部～底部 7 

口縁～底部 16. 4 5. 4 8. l 木の葉底

手法調整・文様他 胎土の特徴胴径 外面 内面

摩耗気味であ る がナ 摩耗気味で あ る がナ 7呵以下の灰粒が多 く 含まれるデ デ
摩耗気味工 具 ナ デ， 横 方 向 の ナ デ， 工 具 6叩以下の赤褐色や褐色， 灰白の粒を 多 く 含む横ナデ ナデ

3呵以下の暗赤褐灰の粒 を 多 く 含む 4mm以下
摩 耗 著 し い が． エ 具 摩耗著 し く 調整不明 の黄灰の粒を 多 く 含む 4 mm以下の明赤褐色の
ナデ ・黒変 粒を含む 5mm以下の乳白色の粒を含む 4m以下

の灰色の粒も含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗気味で あ る がナ 4呵以下の橙 褐色粒を 多 く 含むデ

摩耗著 し いが工具ナ 5 1JV11以下の赤灰粒を 多 く 含む 5 mm以下の灰赤
摩耗著 し く 調整不明 粒を含む 4 mm以下のにぶい赤褐粒を 多 く 含むデ 3 mm以下の乳臼色の粒を含む

摩 耗 著 し く 調 整 不 摩耗気味 横ナデ． ナ 7 nm以下の褐色 褐灰色粒を多 く 含む明， 煤付若 デ調整

19 3 摩耗気味であるが横 ナデ 7血以下の赤褐色， 褐色 灰 白 ， 乳 白 色 の 粒 を 多
ナデ， 工具ナデ， 黒変 く 含む
全体的に斜め方向の 横方向のナデ 8呵以下の灰白 乳 白 色， 褐色粒を 多 く ふ く む叩き． ナデ

工具ナデ， ナデ ナデ． 指押さえ 7岡以下の褐灰色粒, 6血以下の明赤褐色粒を
多 く 含む

工具ナデ， 横ナデ 横方向のナデ 6呵以下の赤褐色 褐色， 灰 白 の 粒を 多 く 含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗気味で あ る がナ 7 mm以下の褐色 灰臼 乳白色の粒 を 多 く 含むデ
工 具 に よ る ナ デ 粘 摩耗気味で あ る がナ 7呵以下の褐灰 と に ぷ い赤 褐 色 の 粒 を 多 く 含
士の隆起 デ む
摩耗気味であ るがナ 摩耗気味で あ る がナ 4面以下の灰白 5 血以下の明褐， にぷい褐の粒
デ デ を 多 く 含む
工具ナデ， ナデ， 一部 斜め横方向 のナデと 71"11以下のにぷい褐色， 6 mm以下の明褐灰色， 5
分赤変， 一部分黒変 指 押 さ え 黒斑 mm以下の灰白色を 多 く 含む

14 摩
ナデ

耗，若
黒

し
斑

い が， 工 具 8呵以下の赤褐色粒を 多 く 含む 6mm以下の灰
摩耗著 し く 調整不明 赤粒を 多 く 含む 5 mm以下の灰褐粒を 多 く 含む

5 mm以下の， 乳臼色の粒を含む
5 1TV11以下の 乳 白 色 粒を 多 く 含 む 6mm以下の黒

序 耗 著 し く 調 整 不 序 耗 著 し い が 指押 色粒を 多 く 含む 4mm以下の褐灰粒を 多 く 含む
明 さ え 6呵以下の赤色粒 を 多 く 含む 9 mm以下の赤褐

色粒を 多 く 含む
摩耗若 し い が． エ 具 摩耗気味で あ る がナ 9 1JV11以下の赤褐色. 7岡以下の黒褐色粒 I IIIVl1以ナデの痕跡がみ ら れ デ調整 指押 さ え， 指 下の褐灰の粒を含むナデ， 一部煤が付石 ナデ

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 7岡以下の に ぷい橙 赤灰， 6 mm以下の灰白の粒
を 多 く 含む

摩 耗 著 し い が． ナ デ 6 1M1以下 の 灰 白 粒 を 多 く 含む 5 mm以下 の に ぷ
摩耗著 し く 調整不明 い赤褐色粒を 多 く 含む 3 mm以下の乳白色粒をと 指 押 さ え 含む 3 呻以下の赤褐色粒を 多 く 含む

工具ナデ． ナデ調整 摩耗気味で あ る がナ 6 1"11以下の赤褐色． 褐色， 灰 白 ． 乳 白 色 の 粒 を 多
デ く 含む

摩 耗 気味 で あ る が 摩耗気味で あ る が， 6呵以下の赤褐色， 褐色， 灰 白 ， 乳 白 色粒 を 多 く工 具 に よ る ナ テ 調 工 具 に よ る ナ デ 調 含む整 指押 さ え 整 黒斑
摩耗気味であ るがナ 摩耗気味であ る がナ 4叩以下 の 灰 白 色粒を含む 4 mm以下の褐色粒デ， 横 方 向 の 工 具 ナ デ指 頭 に よ る ナ デ， を 多 く 含むデ 荒いナデ

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 7叩以下の赤灰 61M1以下のにぶい橙 5 mm以下
の灰白の粒を 多 く 含む

摩 耗 著 し い が． ナ デ 摩粍著 し い が 指押 5面以下の灰色粒を 多 く 含む 3 mm以下 の に ぷ
に よ る縦方向の砂の さえ い黄橙粒を 多 く 含む 5 血以下の に ぶ い橙粒を
流れ 多 く 含む 3 11V11以下の乳白色粒を含む
ヘフエ具に よ る光沢 摩耗気味で あ る がエ 5mm以下の灰褐 色 粒 を 多 く 含む 5 mm以下の灰の あ る 荒 い ナ デ 調 具 に よ る斜め方向の
整 ナデ 荒いナデと黒斑 白粒を含む

摩 耗 著 し い が． エ 具 7mm以下 の に ぷ い赤褐色粒を 多 く 含む 3mm以
ナテの後ナデの痕跡 工具ナデ 下の褐灰粒 を 多 く 含む 4mm以下の明褐色灰の

粒を 多 く 含む 5 mm以下の乳白色の粒を含む
工 貝 ナ デ の 後 ナ デ， 斜 め 方 向 に ナ デ，

一 6叩以下の褐灰色， 5 mm以 下 の に ぶい橙の粒を
一部分黒斑 部分黒斑 多 く 含む

工貝ナデ， ナデ調整 工具ナデの後ナデ 7mm以下の褐色粒を 多 く 含む 4 mm以下の灰白
粒を 多 く 含む

摩耗著 し い が． ナデ 摩耗気味で あ る がナ 6 1M1以下の橙， 褐灰色粒を 多 く 含むデ
摩耗気味であ る がナ 摩耗気味で あ る がナ 7叩以下の赤褐色 褐色 灰 白 乳 白 色 の 粒 を 多
デ調整と工具ナデ デ く 含む
工兵に よ る粗いナデ 斜 め 方 向 の ナ デ 指 8mm以下の褐色 赤褐色 灰 白 乳 白 色 の 粒 を 多調整， 絞位 の エ 具 に 押 さ え， 粗いナデ く 含むよ る粗いナデ
摩耗気味であるがナ 序 耗 著 し い が エ具 7mm以下の灰 白 粒 を含む 3 mm以下のに ぶい橙
デ に よ る絞方向に砂 ナデ 粒 を 多 く 含む 4mm以下の褐灰粒を含む 6面以
粒あ り 下の明褐灰粒を多 く 含む
序 耗 著 し い が． ナ デ 5叩以下の灰 白 粒 を 含 む 3 mm以下の黒色粒を
に よ る縦方向の砂の 工具ナ デ と 指押 さ え 多 く 含む 4 1TV11以下の乳白色粒を含む 9 1JV11以下
流れ のにぶい褐色粒・ にぷい橙色粒を含む
ヘ フ 状工具 に よ る ミ 粗い工具ナ ナの後ナ 6呵以下 の に ぷ い橙色粒 を 多 く 含む 4 mm以下ガ キ 摩 耗 気 味 で あ デ， 斜め方向のナデ，
るが荒いナデ 一部黒斑 の灰白色粒を含む

工具ナテ， ナ デ． 一部 糾 め 方 向 に ナ デ 調 6面以下 の に ぷ い赤褐色灰褐色粒多 く と 3 mm
に黒斑 整 指押 さ え， 指ナデ 以下の明赤褐色 4血以下の灰 白 色 の 粒 を 少 し

含 む

摩耗著 し く 調整不明 ナデ調整 と 指ナデが 6叩以下の明褐灰
を

．
少

褐
し
灰
含

色
む

の
．

粒 を 多 く . 5 1"11以下
一部黒斑 の明赤褐色の粒

18 摩 耗 著 し く 調 整 不 摩耗気味で あ る が， I Orrvn以下 の赤褐色の高師小僧 を 含 む 3 mm以下
工 具 に よ る ナ デ 調 の 乳 白 色 の 粒 を 含む 3血以下の に ぶ い橙粒を明， 黒斑 整， 指ナデ 多 く 含む 3 11V11以下の灰色粒を 多 く 含む

摩 耗 気味 で あ る が， 岸 耗 気味 で あ る が， 5 mm以下の赤褐色． 褐色 灰色 乳 白 色 の 粒 を 多工貝 に よ る ナ デ， ナ 工呉に よ る ナデ く 含むデによ る砂の動き
摩耗気味であ る がナ 歴耗気味であるがナ 7mm以下の赤褐褐色粒を 多 く 含む 6 mm以下の
デ デ 灰 白 色粒を含む

摩 耗 気味 で あ る が 斜 め 方 向 の ナ デ． 指 8 1M1以下の灰白． 赤褐色． 褐色． 乳 白 色 の 粒 を 多
工具ナデ 押 さ え が見 ら れ る く 含む指押さえ一部黒斑
歴耗気味 で あ る が 摩 耗 気 味 で あ る が， 6 1JV11以下の赤褐色， 褐色， 灰 白 ， 乳 白 色 の 粒 も 多24. 2 工 具 に よ る ナ デ， 指 ナデ調整 指 押 さ え く 含む押 さ え
摩耗気味であるが， 工具
に よ るナテ調整荒いナ 摩 耗 気 味 で あ る が， 6mm以下の赤褐粒 6 mm以下の灰褐色粒を 多 くデ調整， 指押さえ， ナナ目 斜め方向のナデ 含む方向のナデ工具による直
線の調整がみ られる

摩 耗 著 し く 調 整 不 摩 耗 著 し く 調整 不 5呵以下の淡橙粒を 含む 4 mm以下の橙色粒を
多 く 含む 4 1Ml以下の褐灰粒を 多 く 含む 3叩以明 煤付着 明粘土の繋ぎ目 下の灰色粒を含む

摩耗気味であ る が． 摩耗気味であ る が， 4mm以下の灰白 明赤褐色の粒と 5 mm以下の灰糾め方向のエ具痕 丁寧なナデ横方向に 褐色の粒を多 く 含む 2 x 8 mm以下の高師小僧タ テ． ヨ コ 方向の指 工貝ナデの後に横 を少し含むナデ 縦方向項にナデ調整
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レア外 出士
番号 位厖

131 SE35 

132 SE35 

133 SE35 

134 SE35 

135 SE35 

136 SE35 

137 SE35 

138 SE35 

139 SE35 

140 SE35 

141  SE35 

142 SE35 

1 43a SE35 

1 43b SE35 

144 SE35 

145 SE35 

146 SE35 

147 SE35 

148 SE35 

149 SE35 

150 E2
S
B
Ell 35 

+ 

1 5 1  SE35 

152 SE35 

153 SE35 

154 SE35 

155 SE35 

156 SE35 

157 SE35 

1 58a SE35 

1 58b SE35 

159 SE35 

160 SE35 

165 SE5 E5 

166 SE5 

167 SE5 

168 SE5 

169 SE5 

170 SE24, E6 

171 SE24, E6 

172 SE24. El 

1 74a SE15 

1 74b SE25 

175 SE25 

176 SE25 

177 SE15 

178 SE15 

179 SE15 

180 SE15 

18 1  SE15 

182 SE25, D4 

183 SE25, D4 

種別 器形

上師器 鉢

士師器 鉢

土師器 鉢

士師器 甑

士師器 甑

土師器 甑

土師器 甑

土師器 捏鉢

土師器 鉢

土帥器 鉢

土師器 裔杯

土師器 高杯

土師器 壺

土師器 壺

士師器 手捏
土器

士師器 模倣杯

須恵器 杯蓋

須恵器 杯蓋

須恵器 杯身

須恵器 杯身

須恵器 杯身

須恵器 杯身

土師器 杯身

須恵器 杯蓋

須恵器 杯身

須恵器 杯身

須恵器 腺

須忠器 腺

須恵器 提瓶

須恵器 提瓶

須恵器 甕

須恵器 甕

土師器 湛杯

土師器 高杯

土師器 甕

須恵器 杯蓋

須恵器 壺

須恵器 杯身

須恵器 杯身

土師器 支脚

上師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 鉢

土師器 高杯

土師器 麻杯

須恵器 杯蓋

須恵器 杯蓋

部位 法量 (an)
口径 底径 器高 胴径

口縁～底部
木の葉底 14. 8 6. 9 7. 2 

〇緑～底部 18. I 8. 2 1 1  4 

口縁～底部
木の葉底 15 8 6 5. 5 

口縁～底部 18. 2 8 23. 7 

口縁～底部 5. I 12. I 12. 2 

胴部～底部

胴部～底部

口縁～底部 12. I 10 5. 7 

口緑～底部 17 10  13 .  9 

口縁～底部 13 8 付近

受部

脚部

口縁付近～
胴部

胴部～底部 5 

口縁～底部 4. 8 

口縁～底部 14. 2 3 4. 5 

天井部～ 1 5  口 縁
天井部～ 1 3  4. 3 口緑

口縁～底部 13 7 3. 8 4 

口縁～ 12. 5 底部付近

口縁～底部 12 2 6. 4 4 

口縁～底部 1 1  2 5. 7 4. 4 

□緑～
底部付近

天井部

底部 ， 
口緑～

底部付近

頸部～底部

頸部

把手

体部

胴部付近

頸部～肩部

杯部～脚部 1 2. 5 

基部～脚部 13. 5 

底部 1 1  8 

天井～ 10. 4 3. 3 口緑部

口縁～頸部 24. 6 

口縁～底部 15 6 

D縁～底部

口縁～洞部 1 7  

底部 8 

胴部～底部 7 7 

朋部～底部 10. 4 

口縁～底部 12. 9 12. 8 31 

胴部～底部 7 8 

口縁～体部 1 7  

体部～脚部 1 1  8 

杯～脚部

天井～ 14. 7 4. 2 口縁部
天井～ 15 4 口縁部

手法調整 文様他 胎土の特徴
外面 内面

摩 耗 気 味 で あ る が， 摩 耗 気 味 で あ る が，ヘラ状工具 に よ る 粗 4mm以下の褐色， 明褐色粒を 多 く 含む 4面以下
いななめ方向ナデ調 斜 め 方 向 の ナ デ． 黒 の灰白色粒を含む
整 指押 さ え 斑

序耗著 し く 調整不明 岸耗著 し く 調整不明 l cm以下の淡橙色粒を 多 く 含む 6 mm以下の橙
色粒を 多 く 含む

摩 耗 気 味 で あ る が 摩 耗 著 し く 調 整 不 5 mm以下の明赤褐色褐灰にぷい褐色の粒を多綬剃め方向のナデ調 明 黒斑 く 含む整 指押 さ え
斜め方向のエ具によ 摩耗気味で あ る が， 5 mm以下の褐灰色粒 を 多 く 含むるナデ， 粗いナデ 斜め方向のナデ調整
摩 耗 気 味 で あ る が 摩耗気味で あ る が， 5 mm以下 の 灰 白 色 粒を ふ く む 5 mm以下の橙色
工 具 に よ る ナ デ 調 工貝に よ る ナデ調整 粒 を 多 く 含む 5 mm以下の黒色粒を含む 5mm以
整 指押 さ え の後横ナデ 下の乳白色粒を含む
摩 耗 気 味 で あ る が 摩 耗 気 味 で あ る が， 5mm以下の赤褐色， 褐色， 灰 臼， 乳 臼 色 の 粒 を 多工 呉 に よ る ナ デ 調 ナデ調整 く 含む整 ナデ調整
摩 耗 気 味 で あ る が， 摩耗気味で あ る が， 6mm以下の褐色 灰臼 乳白色の粒 を 多 く 含むナデ調整 ナデ調整が

摩 耗 気味 で あ る が，
限耗気味であるが， 横 6mm以下の橙 褐色粒を 多 く 含む 411V11以下の灰

ナデ調整 方向のナデ調整 大き 白色粒を含むな凹凸のあるナデ
摩 耗 気 味 で あ る が， 斜め方向のエ具ナプ
横ナデ． 粗いナデ ヘ の 後 ナ デ調 整 横 方 5 mm以下の褐 灰褐 黒色粒を 多 く 含む
ラ記号． 黒斑 向のナデ． 粗いナデ
摩 耗 気 味 で あ る が 摩耗気味であるが ナ 3mm以下の灰 白 色粒を 多 く 含む 3面以下の褐
ナデ調整 デ調整 指ナデの痕跡 色粒を含む
摩 耗 気 味 で あ る が， 摩 耗 気 味 で あ る が， 6血以下の赤褐色 褐色 灰 白． 乳 白 色の 粒 を 多工 具 に よ る ナ デ． 指
押 さ え ナデ く 含む

摩 耗 気 味 で あ る が， 摩耗気味で あ る が， 6 mm以下の赤褐色， 褐色， 灰 臼 乳 白 色 の 粒 を 多
工具に よ るナデ ナデ調整 指押 さ え く 含む
摩 耗 気 味 で あ る が， 横 斜め方向のナデ 5 mm以下の灰白色粒を含む 4 面以下の褐色粒
ナデ を 多 く 含む
摩 耗 気 味 で あ る が 工 具 に よ る 荒 い ナ 4 mm以下 の 灰 白 色粒を 多 く 含む 511111以下の褐
ナデ テ 粘土の隆起 灰白粒 を 多 く 含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗気味で あ る が， 4mm以下の褐色粒 を 多 く 含む 5 mm以下の灰白
ナデ調整 色粒を含む

摩耗気味であるが， 回 摩耗気味であるが 回 2 mm以下の褐色粒の粒を 多 く 含む転ナデ， 回転横ナデ 転ナデ． 回転横ナデ

回転ナデ 回転ナデ 3 mm以下の乳白色の粒を少 し含む

回 転 ナ デ． 回 転 ヘ フ 回転ナデ 緻密で精良削 り
回 転 ナ デ． 回 転 横 ナ 回 転 ナ デ， 回 転 横 ナ 2 mm以下の灰 白 粒 を 含 む 2 mm以下の灰色粒を
デ 回転ヘラ 削 り デ 含む
回 転 ナ デ． 回 転 ヘ フ 回転ナデ 3 mm以下 の 乳 白 色 粒 を 含 む 3岡以下 の 灰 白 粒
削 り を含む 2 mm以下の褐灰粒を含む
回 転 ナ デ． 回 転 横 ナ 回 転 ナ デ， 回 転 横 ナデ
ラ

，
削
回

り
転ヘラ削 り ， ヘ デ 3 mm以下の灰 白 粒を 多 く 含む

回 転 ナ デ． 回 転 ヘ ラ 回転ナデ 2 皿l以下の灰白の粒を含む削 り
回 転 ナ デ． 回 転 横 ナ 回転ナデ 6 mm以下の乳白色の粒を含むデ
回転 ヨコナデ． 回転へ 回転ナデ l mm以下の褐灰色を少量含むラ削り ， 擬宝珠つまみ

回転ナデ 回 転 ナ デ． 横 方 向 の 精良で緻密ナデ

回転ナデ 回転ナデ 緻密で精良

櫛 描 き 波状文， 回転 回転ナデ 3 mm以下の灰白 I mm以下 の 黒 の 粒 を わ ずかに
ナデ． 回転横ナデ 含む
摩耗気味であ るが回 回転ナデ 3mm以下の灰白粒を少し含む転ナデ
カ キ 目 の 後 ナ デ 調 回転ナデ きめ細かく 緻密整 鍵状把手

カ キ 目 の後ナデ調整 回転ナデ 3 mm以下 の 白 色， 2 ""11以下の灰 白 色 の 粒 を 少 し
含む

カ キ 目 平行叩き 同心円紋叩き 3mm以下の灰白色の粒を含む

歴耗著 し く 調整不明 歴耗著 し く 調整不明 3 mm以下の灰 臼 灰白粒を 多 く 含む

風化著 し く 鯛整不明 風化著 し く 調整不明 3 mm以下の灰臼 にぷい褐色粒 を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 2mm以下の赤褐色 褐灰色粒を 多 く 含む

工具に よ る斜め方向 不定方向のナデ 5 mm以下の橙 褐灰色粒 を 多 く 含むのナテ． 指頭痕
回 転 ナ デ ・ 回 転 ヘ ラ 回 転 ナ デ 回 転 ヘ ラ 3mm以下の灰白の粒を少し含む削り 削 り
横 ナ デ， 平 行 叩 き の 同心Pl紋の当て呉痕 精良で緻密後横方向の カ キ 自
回転ナデ 回転ヘフ 回転ナデ 緻密精良 微細な黒い粒を少し含む削 り
回 転 ナ デ． 回 転 ヘ フ 回転ナデ 緻密・精良 3 mm以下の暗灰の粒を含む削 り

ナ デ 指押 さ え 3 mm以下 の 灰 5叩以下 の に ぷ い 黄 橙 の 粒 を 含
む 4 mm以下のにぷい黄褐 色 を 多 く 含む

工 具 ナ デ 一部分黒 工 具 ナ デ 一 部分黒 5mm以下の褐灰赤褐色を 多 く 含む 4 mm以下の
斑 斑 明褐灰色 を 多 く 含む
工 具 ナ デ 一部分黒 工 具 ナ デ 一 部分黒 7 mm以下の褐灰色 を 多 く 含む 4 mm以下の赤褐
斑 斑 色. 5 mm以下の明赤褐灰色多 く 含む

摩滅気味であるが横 ナ デ 方 向 横 方 向 の 3 mm以下の橙の 粒 を 多 く 含む 3 mm以下の赤灰
ナデ 工具ナデ の粒を含む 3 mm以下の黒褐色の粒を含む 2 mm

以下灰白の粒を含む
摩滅一部斜め方向のナ ナデ 3mm以下の赤褐色の粒 2 mm以下の黒褐色の粒
デ， 指お さえ． 指ナデ を含む

15mm以下の乳白色の粒を含む 6呵以下の灰白の
工具ナデ ナデ 粒を 多 く 含む 2 mm以下の明赤褐色の粒を含む

3 mm以下の黒の粒を含む 微細な光沢粒を含む

摩 耗 著 し く ナ デ 有 7mm以下 の 乳 白 色の粒を 多 く 含む 8 mm以下の
り 端部痕 摩耗著 し く ナデ 赤褐の粒を 多 く 含む 6mm以下の明褐灰色の粒

を 多 く 含む 5 mm以下の灰黄の粒を 多 く 含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 3mm以下のにぷい褐色褐灰色の粒を 多 く 含む

摩耗著 し く 一 部 赤 摩耗著 し い． 黒斑 3mm以下のにぶい褐色褐灰色の粒を 多 く 含む変
丹塗 り がみ ら れ るが 摩耗著 し く と こ ろ ど 精良剥がれた部分が多い こ ろ に丹塗 り

回転ナデ， ヘ ラ 削 り 回転ナデ l mm以下の白 い粒を少震含む

回 転 横 ナ デ． 回 転 へ 回転横ナデ 精良で緻密ラ 削 り

- 7 7-

色調
外面 内面

浅黄橙(I OYRB/3) 灰 白 ( I OYR
/1
B/
)

1 )  
黒 ( IDYR2

橙(5YR6/6) 橙(5YR6/8)

橙(5YR7/6) 
浅黄橙(7. 5YR8/4) 浅黄橙(7 5YRB/3) 

橙(5YR6/6) 橙(5YR7/6)褐灰 (5YR4/ l )

浅黄橙 ( IOYRS/3) 浅黄橙(7. 5YRB/3) 
灰(N5/) 灰 (N6/)

橙(7 5YR6/
R
8
B

) 
/8) 黄橙(7. 5Y 褐灰(IOYR6/ l )

黄橙 (7. 5YR8/8) 黄橙(7 5YR7/8) 

橙(5YR7/6) 淡橙(5YR8/4)

にぷい橙(7 5YR7/8) 
黒褐(7. 5YR3/1) 黒 (7. 5YR1/ l )  

にぶい黄橙 (7. 5YR7/3) 橙(7. 5YR7/6) 

橙(2 5YR6/8) 

橙(2 5YR7/8) 

浅黄橙(7 5YR8/6) 

浅黄橙(7 5YR8/6) 

橙(7 5YR7/6) 

明褐 (7. 5YR5/6) 

灰(N5/)

灰白 (N7/)

灰(N5/)

灰(N6/)

灰(NB/)

灰(N4/4)

淡黄(2. 5Y8/3) 

灰 白 (2 5Y8/l}  

灰(N6/)

灰(N7/)

灰(N6/)

明青灰(5 P Bl/I) 

灰白 (N7/)

灰白 (N7/)

灰(IOY6/l)

灰臼 (7. 5Y7/l l  

にぷい橙(7 5YR7/4) 

浅黄橙(7 5YR8/6) 

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

灰白 (N5/)

灰 白 (2 5Y· 8/2) 

灰(N5/)

灰黄(2. 5Y7 /2) 

橙(5YR7/6)
にぷい黄橙(IOYR7/4) 
浅黄橙(1 0YR8/3)
にぷい橙(7 5YR7/3) 

橙(5YR7/6)

灰白 (IOYR8/2)

橙(7 5YR6/6) 

橙(5Y
い
R8

黄
/6
橙

) 
1こぶ (IOYR7 /3) 

橙(7 5YR7/6) 
浅黄橙(IOYRB/3)

浅黄橙(I OYRS/3)

浅黄橙(IOYRS/3)

浅黄橙(I OYRS/4)
赤褐 (5YR4/6)

灰(N6/1)

灰(N6/)

橙(2. 5YR6/8) 

橙(2. 5YR7/8) 

橙(7. 5YR7/6) 

橙(7. 5YR7/6) 

橙(5YR7/6)

橙(7 5YR6/8) 

灰 (N4/)

灰(N5/)

灰 (N5/)

灰 (N6/)

灰 (NB/)

灰(N6/IJ

浅黄橙(I OYR8/3)

灰 白 (2 5Y8/2) 

灰白 (N7/)
灰赤 (IOR5/2)

灰 (NI/)

灰 (N6/)

褐灰(IOYR5/1)
明青灰 (5PB7/l)

灰白 (N7/)

灰白 (N7/)

灰(lOY6/ l )

灰 白 (7 5Y7/ l )  

にぷい橙 (7. 5YR7/4) 

浅黄橙(7. 5YRB/4) 

浅黄橙(7. 5YR8/3) 

灰白 (N4/)

灰 白 (2 5Y 8/2) 

灰 (N4/)

灰 白 (1 5Y7/ l )  

浅黄橙(IOYR8/3)

明褐灰(7. 5YR7/2) 

灰 (N4/)
にぷい黄橙(I OYR7/2)

黒 (7. 5YRl/2) 

浅黄橙(7. 5YR8/4) 
橙(2 5YR6/8) 

浅黄橙 (IO
）
YR8/3) 

暗灰(N
／
3
）
/ 

灰 (N6/

灰 白 ( I OYRB/2)

黄灰(2 5Y5/1 ) 

浅黄橙(I OYR8/4)

灰白 (N7/)

灰 (N6/)



いト 出土
種別 器形 部位 法量 (011)

番号 位瀾 口径 底径 器高 胴径

184 SE25 04 須恵器 杯身 口縁～底部 1 3. 4 

185 SE25 D4 須恵器 碗 胴部

186 SE15 須恵器 豆 頸部～底部 2. 8 20. 6 

187 SE25 須恵器 壺 口縁～底部 12 1 4  22 

188 SE25-D6 須恵器 横瓶 頸部～底部 14 

189 SE2 土師器 甕 口縁～底部 1 7. 8 7. 6 21 I 

1 90a SE2 土師器 甕 口縁～胴部 24 

1 90b SE2 土師器 甕 底部付近 6 

19 1a  SE2 D6 土師器 甕 口縁～胴部

191b  SE2 D6 土師器 甕 胴部～ 1 6. 4 16. 8 底部付近

192 SE2 D6 士師器 甕 口縁 15. 3 

193 SE2 D6 士師器 甕 口緑部

194 SE2 D6 土師器 甕 口縁～胴部 1 7  

195 SE2 土師器 甕 口縁部

196 SE2 D6 土師器 壺 口縁～胴部 14. 4 

197 SE2+ 土師器 壺 口縁～胴部 1 2  SH24 

198 SE2 06 士師器 壺 口縁～胴部 1 3. 2 20. 8 

1 99a SE2 D6 士師器 壺 胴部

199b SE2 D6 士師器 壺 底部付近

200 SE1 士師器 甕 胴部～底部 9. 7 

201 SE2 E7 士師器 甕 底部 8. 95 ES 木の葉底

202 SE2 D6 士師器 甕 胴部～底部 8. 3 

203 SE2 E7 士師器 甕 底部 1 1  6 EB 

204 SE1 士師器 甕 底部 5. 9 

205 SE2 D6 士師器 甕 底部 5. 9 

206 SE2 士師器 甕 胴部～底部 3. 4 

207 SE2 D6 土師器 甕 底部 9. 4 

208 SE2 士師器 高台付 胴部～底部 5. 7 浅鉢

209 SE1 士師器 台付鉢 脚台部 I D. 2 

2 10  SE2 土師器 高杯 脚部

2 1 1  SE2 土師器 鉢 口縁～胴部 12 2 

1 1 1  SE2 E7 土師器 鉢 口縁～胴部 13. 6 EB 

2 1 3  SE2 D6 土師器 鉢 口縁～底部 14. 5 1 3. 2 

2 14  SE2 士師器 模倣杯 口縁～底部 13. 4 4. 2 

2 15  SE2 須恵器 杯蓋 天井～ 14. 5 5. 4 口緑部

216 SE2 須恵器 杯蓋 天井～口縁 II 7 3. 7 E7-EB 部

1 1 7  SE2 須恵器 杯身 口縁～底部 12. 2 3. 2 E7-I 

2 18  SE2 El 須恵器 杯身 口縁～底部 1 5  3. 2 

1 1 9  SE2 須恵器 杯身 口緑～ 1 2. 9 E6�E7 底部付近

220 SE2 E6 須恵器 杯身 口縁～底部 1 2 1 3. 1 

221 SE2 須恵器 杯身 D縁～底部 1 1 5  3. 7 E7�EB 

111 SE2 E7 須恵器 杯身 口縁～底部 11 4 4. I 

223 SE2 須恵器 杯身 口縁～胴部 1 2  E7-E8 

114 SE2 D6 土師器 模倣杯 口緑部

225 SE2 東播系 椀 口縁部

226 SE2 須恵器 椀 口緑部D6-4 

227 SE2 D6 須恵器 壺 頸部～ 10. 8 底部付近

231 SE9 士師器 空' 口縁部 14. 8 

232 SE9 士師器 甕 底部 9. 1 

233 SE9 ⑱ 士師器 壺 底部 4. 8 

234 SE9 C8 士師器 甕 底部 I D. I  木の葉底

235 SE9 お 土師器 椀 胴部～底部

136 SE9 D9 土師器 高杯 杯部～脚部

手法調整 ・ 文様他 胎土の特徴
外面 内面

回転ナデ， ヘ ラ 削 り 回転ナデ 2 1M1以下の 白 い砂粒を含む

回転横ナデ 回転横ナデ 精良で緻密

カ キ 目 ． 平行叩き 回転ナデ， 同心円紋 3 mm以下の灰白色粒を 多 く 含む

摩 耗 気 味 回転横ナ 摩 耗 気 味 回転横ナ 精良デ デ

平行叩き か き 目 同心円紋 精良で緻密

横 方 向 の ナ デ． 工 具 工具ナデ後横糾め方 5mm以下の明赤褐褐灰色の砂粒を 多 く 含むナデ 向のナデ指押 さ え

工具ナデ， 黒斑あ り 粘土の つ な ぎ 目 5mm以下の赤褐色褐灰色の砂粒 を 多 く 含む

工具ナデ． 黒斑あ り 粘土の つ な ぎ 目 6面以下の灰 白 や 5 呵以下の赤褐色や褐色 乳
白色の粒を 多 く 含む

横斜め方向のナデ 風化著 し く 調整不明 5 11Vll以下の灰白 ・ 褐色粒 を 多 く 含む

横斜め方向のナデ 風化著 し く 調整不明 4 岡以下の褐灰 に ぷ い褐の 粒を 多 く 含む 6mm
黒斑 以下の褐灰の粒， にぶい褐の粒 を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 5mm以下の赤褐の粒 6 mm以下の灰 白 の 粒 を 多
く 含む

粘土 の 反 り ． 横 方 向 風化著 し く 調整不明 6 血l以下の赤褐の粒 2 岡以下の褐灰 の粒を少
のナデ し含む

横方向の指ナデ 斜め方向のエ具ナデ 4 1M1以下の褐灰色暗 赤褐色の粒を含む

摩滅気味の斜め方向 斜 め 方 向 の ナ デ ・
3mm以下の灰白 ・ 褐灰色粒を 多 く 含むのナデ 粘土の継ぎ目

ナデ ハケ目 ナテ 5呵以下 の 赤 褐 色 乳 白 色． 灰 白 の 粒 を 多 く 含
む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 4 1M1以下の灰白 褐 粒 と 8 mm以下の赤褐色粒を
含む

ハ ケ 目 工具 に よ る 斜め方向のナデ 51JV11以下の にぷい橙の 粒 を 多 く 含む 3 mm以下
ナデ の橙の粒 ・ 乳白色の粒を 多 く 含む

縦位の ミ ガキ 斜め方向のナデ 7 1TV11以下の浅黄橙 褐灰粒を多 く 含む

縦位の ミ ガキ 斜め方向のナデ 7 1M1以下の浅黄橙 褐灰粒を多 く 含む

3mm以下の明褐の粒を 多 く 含む 3 mm以下の乳
風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 白 色 の 粒を 多 く 含む 3 mm以下のにぷい橙の粒

を 多 く 含む

ナデ ナデ 4mm以下の赤褐色 3 n,n以下の褐灰色の粒を含
む
511111以下の黄灰の粒を 多 く 含む 5 mm以下のに

糾め方向のナデ ナデ指押さえ ぷい赤褐の粒を 多 く 含む 4 mm以下 k 乳白色の
粒 を 多 く 含む

工具に よ る 斜め方向 工具によ る斜め方向 3呵以下の赤灰色， 赤褐色の粒 を 多 く 含むのナデ のナデ

斜め方向のナデ ナデ 3叩以下の明褐色 5 mm以下 の に ぷ い 黄 橙 と 褐
灰の粒を 多 く 含む

工具による糾め方向の 工具に よ る 糾め方向荒いナデ 工具による のナデ 51M1以下の灰赤色 赤褐色の粒 を 多 く 含む
横方向の荒いナデ

3mm以下の橙の粒 を 多 く ふ く む 2mm以下の灰指押 さ え あ り 風化著 し い 白 の 粒を 多 く 含む

斜 め 方 向 の エ 貝 ナ 斜め方向のエ具ナデ 5呵以下の明褐色の粒 を 多 く 含むデ． ナデ 指押 さ え ナデ
工 貝 の 端 部 痕 ナ 斜め方向のエ貝ナデ 4 1M1以下の褐灰 明褐色粒 を 多 く 含むデ
摩滅気味のエ具による 横方向のナデ 4 mm以下の にぷい橙， 灰褐色粒 を 多 く 含む斜め方向の祖いナデ

ナデ 工具に よ る ナ デ 311111以下の灰白や乳白色の粒を ． 少 し 含み 2 mm
以下の黒い光沢粒 を 多 く 含む

横 方 向 の ナ デ 斜 め 風化著 し く 調整不明 2岡以下のにぶい褐粒 を 多 く 含む方向にエ具ナデ

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 4 11V11以下 の 明 赤 褐 色 褐 灰色， 灰 白 色 の 粒 を 含
む

一部斜め方向にエ具 ナデ 指押さ え 5呵以下の灰 白 褐色粒を 多 く 含むの痕跡

斜め方向のナデ ヨ コ ナデ 2 mm以下の褐灰の粒 5 mm以下の にぷい橙微細
な橙の粒を含む

回 転 ナ デ ・ 回 転ヘ ラ 回転横ナデ 緻密 2 叩以下の灰臼粒を 多 く 含む削 り
回 転 横 ナ デ ・ 回転へ 回転横ナデ 緻密 2 呵以下の灰白粒を 多 く 含むラ 削 り
回 転 ナ デ 回 転 ヘ フ 回転ナデ 5叩以下の灰白粒を少 し含む削 り
回 転 ナ デ ・ 回 転 ヘ ラ 回転ナテ 精良 4 nm以下の灰白粒を少 し含む削 り

回転ナデ 回転ナデ 積良で緻密

回 転 ナ デ 回 転 ヘ フ 回転ナデ 粕良で緻密削 り
回 転 ナ デ 回 転 ヘ フ 回転ナデ 緻密 0 1 5mm以下の 白 色 粒 と 2 mm以下の明赤褐
削 り 色粒を極少量含む
回 転 ナ デ 回 転 ヘ ラ 回転ナデ 緻密 2 nm以下の灰白粒を少し含む削り

回転ナデ 回転ナデ 緻密 2 呵以下の灰白粒を少し含む

糾め方向のナデ 斜め方向のナデ きめ細かい

回転ナデ 回転ナデ 精良で緻密

回転ナデ 回転ナデ 精良で緻密

回 転 横 ナ デ ・ 回転へ 回転横ナデ 微細な灰臼 灰色粒を多 く 含むラ 削 り

横方向のナデ 横方向のナデ 4呵以下 の 乳 白 色 粒 を 多 く 含 む 3mm以下の灰
白色粒 明赤褐色粒を 多 く 含む

ナ デ 指押 さ え 斜め方向のナデ 6mm以下 の 灰 白 や赤褐の粒を 多 く 含み, 4叩以
下の乳白色の粒を 多 く 含む

摩滅気味であるがナ 摩滅気味であ る が ナ 3呵以下 の明褐色の粒を含む 4 mm以下 の に ぶ
い赤褐色の粒 を 多 く 含む 3mm以下の乳白色のデ デ 粒を含む 3 呵以下の灰 白 の 粒を 多 く 含む

斜め方向のナデ 工具ナデ 6 mm以下の褐色や赤褐の粒 乳 白 色． 灰 臼 黒色
の粒を 多 く 含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 5叩以下の灰褐色， 4面以下の褐灰色 を 少 し 3
mm以下の無色透明な粒を 多 く 含む

摩滅気味 摩滅気味 3 mm以下の褐灰色の粒を少し含む
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色調
外面

灰(N6/1) (NS/I) 

青灰(5PB6/l )

暗紫灰(5P4/ l )
青灰 (5PB5/l )

灰白 (N7/)

灰 (N6/)

にぷい橙(7 5YR 7/4) 
橙(5YR 7/6) 
褐灰 (IOYR 5/1) 

橙(5YR6/8)

橙(5YR6/8)

浅黄橙(7 5YR 8/6) 

浅黄橙(7 5YR 8/4) 

浅黄橙(7. 5YR 8/4) 

浅黄橙(7. 5YR 8/3) 

橙(5YR6/6)

黄橙(7. 5YR7/8) 

黄橙(7. 5YR 8/8) 

橙(5YR7/8)

橙(2. 5YR6/6) 
浅黄橙(IOYRS/3)

にぷい橙(7. 5YR7/4) 

にぷい橙(7 5YR7/4) 

橙(5YR7/6)

浅黄橙 (IOYR8/4) 

橙(2. 5YR6/8) 

浅黄橙 (IOYR8/4) 

に ぶ い 黄橙(IOYR7/4) 
褐灰(IOYR6/1) 

浅黄橙(7 5YR·8/6) 

黄灰(2. 5Y5/l )  
橙(7 5YR7/6) 
灰白 (IOYR8/2)

にぷい黄橙(IOYR7/4)

黄橙(7. 5YR7 /8) 

浅黄橙(7 5YR8/4) 

橙(5YR6/8)

にぶい黄橙(IOYR7/3)

橙(5YR6/6)

浅黄橙 (7. 5YR 8） /4) 
黄灰(2. 5Y 5/1 

浅黄橙(7. 5YR7/8) 

灰白 (Nl/)

灰(N6/l)

灰(N6
(
/
N
) 

暗灰 3/) 

灰 (N6/)

灰 白 (2 5Y7/l )  

灰白 (N7/)

灰(N6/l)

灰白 (Nl/)
灰(N4/)

灰臼 (Nl/)

橙(7 5YR6/6) 

肯灰 (5PB6/l )

灰 (5Y6/1 )

灰白 (IOY7/)

浅黄橙(IOYRS/4)

橙(5YR7/8)

浅黄橙(7 5YR8/3) 

浅黄橙(7 5
/

Y
6

R
) 
8/6) 

橙(7. 5YR7/ 

浅黄橙(7 5YR8/4) 

橙(5YR7/8)

内面

灰白 (N7/)

灰白 (N7/)

百灰(5PB6/ l )

灰白 (N7/)

灰 (N6/) 灰白 (N7/)

灰白 ( I OYR8/2) 
橙(5YR· 7/6)

橙(5YR7/6) 
灰 白 (7 5YR8/2) 

橙(5YR7/6) 

浅黄橙 (I OYR 8/3) 

浅英橙
プ
(IO

黒
YR

(
B
5
/
Y
3
3

) 
オ リ ー /1)  

浅黄橙(7. 5YR 8/4) 

浅黄橙(7. 5YR 8/3) 

にぶい黄橙(I OYR7/2)

黄灰(2 5YR 5/1) 

橙(5YR7/8)

橙(5YR7/
/1)  
8) 

灰 (SY5/ 

橙 (5YR7/6) 

浅黄橙(7. 5YR 8/4) 

浅黄橙(7. 5YR 8/4) 

黄灰(2 5Y 5/1) 
褐灰(IOYR6/I )

浅黄橙(IOYR 7/6) 

灰褐 (5YR
/1)
4/2) 

灰 (SY5 

にぷい黄橙(I OYR7/3) 

橙(7 5YR7/6) 

浅黄橙(7. 5YR·8/4) 

橙(5YR7/8) 

灰白 ( I OYR7/1 )

に ぷ い橙(7. 5YR7/4) 

褐灰(IOYR· 6/l)

橙(5YR6/8)

浅黄橙 (I OYR 8/3) 

にぶい黄橙(IOYR7/4)

黄灰(2 5Y5/l) 

明褐(7 5YR·5/6) 
浅黄橙(7. SYRB/3) 

灰白 (N7/)

灰(N6/l)

灰白 (N7/)

灰 (N6/)

灰白 (N7/)

灰白 (N7/)

灰(N6/l)

灰(N5/l)

灰白 (NB/)

橙(7. 5YR7/6) 

灰 (N6/)

灰白 (7 5Y7/l)  

灰白 ( I OY7/)

浅黄橙(lOYRB/3)

橙(5YR
／
7）/6) 

灰 (N5/

灰白 (7 5YR8/4) 

浅黄橙(IOYRB/4)
橙(5YR6/6)
浅黄橙(7. SYR

R
S
7/
/
4
3) 

) に ぷ い橙(5Y

灰 (SY灰）



いア外 出土
番号 位厖

237 SE
+
9 
C9 

C8 

238 SE20 

239a SE22 C9 

239b SE22 C9 

239c SE22 C9 

SE22 240 DID 

241 SE22 C9 

242 SE22 
DIO 

243 SE22 

244 SE22 C9 

245a SE22 C9 
SE2E6C9D6 

245b SE22 C9 
紐1E6C9D6

247 SE67 

248 SE67 

249 SE67 

250 SE67 

251 SE67 07 

252 SE30+ 
SE151 

253 SE30+ 
SE35 E2 

254 SE30 

255 SE30+ 
EZC II 

256 SE30+ 
SE30E2d 

257 SE30 

258 SE30 

259 SE30 

260 SE30 

261 SE30 

262 SE30 

263 SC21 l 

264 SE30 
E24 

265 SE35, 
SE30 

266 SE30 

167 SE30 

268 SE30 

269 SE30 

270 SE30 

274 SE33 

275 SE33 ES 

276 SEl43 

277 SEl50 
El 

278 SH243 

279 SH243 

280 SHl l 6  

281 SH93 
E4 

283 E2 

284 SC21 l 

285 El 

286 ES I I  

287 SZ30 

288 SC21 l 

289 El 

290 EB 

種別 器形

須恵器 横瓶

須恵器 瓶

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

士師器 甕

土師器 甕

土師器 杯

須恵器 壺

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 杯蓋

須恵器 諒

土師器 甕

士師器 甑

須恵器 杯蓋

須恵器 杯蓋

須恵器 椀

須恵器 椀

須恵器 高杯

須恵器 混杯

須恵器 高杯

須恵器 長頸壺

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 提瓶

須恵器 横瓶

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

士師器 甕

須恵器 甕

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 高台
付杯

須恵器 杯蓋

須恵器 杯身

須恵器 甕

土師器 甕

土師器 甕

士師器 混杯

士師器 甑

士師器 甑

士師器 支脚

須恵器 杯蓋

須恵器 杯身

部位 法量 (an)
口径 底径 器高 胴径

頸部～肩部

胴部～底部 1 6. 7 

口縁～胴部 23 2 

口縁～胴部 27 

胴部～底部 10. 2 

底部 1 1  

口緑部

口縁～底部 12. 5 7 4. 4 

口緑～頸部 6. 5 

頸部

胴部～
底部付近
胴部～

底部付近

口緑部

底部 1 2. 8 

底部 I D. 8 

天井部～ 13 4 4. 4 口縁

頸部～底部 2 3 

頸部～底部 9. 8 

把手

天井部 8. 6 

天井部

口縁～底部 7. 8 3. 7 

胴部～底部 1 0  

高台部

基部 8. 6 

口縁～頸部

洞部

頸部

肩部

口縁部 19. 8 

胴部

把手

口緑～桐部 10. 3 26. I 31 9 

朋部

胴部

詞部

口縁～頸部 10. I 

胴部

口縁～頸部 9 5 

頸部～閂部

体部～底部 4. 5 

天井部～ 13 6 
口縁 5 

D縁～底部 9 8 7 2 3. 6 

洞部

口縁～洞部

口縁部

脚部

底部

把手

口緑～天井 13 9 3. 3 8 

口縁～底部 II 6 

手法調整 文様他 胎土の特徴
外面 内面

回 転 横 ナ デ． 摩耗著 回 転 横 ナ デ， 同 心 Pl 4mm以下の灰白色粒を含むし い カ キ 目 紋叩き
摩 耗 気 味 回 転 横 ナ 回転横ナデ 5 mm以下の灰 白 色の粒 を 多 く 含むデ， 回転ヘラ 削 り

摩耗著 し く 調整不明 工具によるナデ 5mm以下 の 乳 白 色 赤褐色． 褐色 灰 臼 の 粒 を 多
く 含む
5 mm以下の褐灰の粒 を 多 く 含む 3 mm以下の乳

摩耗著 し く 調整不明 工具ナデ 白 色 の 粒を 多 く 含む 3mm以下明赤褐色の粒を
多 く 含む

犀耗著 し いが． 指押さ 風化著 し く 調整不明 4 mm以下の黄灰• 明赤褐色 ・ 赤黒の粒を含む 3
え， 斜め方向のナデ mm以下の乳白色の粒を含む

摩 耗 著 し い． 斜 め 方 7 mm以下の明赤褐色 の 粒 を 多 く 含む 3 mm以下
向 の ナ デ 摩耗著 し く 調整不明 の乳白 色 灰 白 の粒 を 多 く 含む 2 mm以下の浅黄

橙の粒を含む
8mm以下 の明赤褐色 粒 を 多 く 含む 4mm以下の

摩耗著 し いナデ 摩耗著 し いナデ 乳 白 色 粒 を 少 し 含 む 4血以下 の 灰 白 色 粒 を 多
く 含む

摩滅気味ナデ 摩滅気味ナデ 2 mm以下の無色透明褐灰色 •赤褐色の粒を 多 く
含む

回転横ナデ 回転横ナデ 胎士は緻密で粕良

櫛描波状文 回転ナ 回転ナデ 緻密・精良 3 mm以下の灰白 の粒や微細な光沢
デ 粒を少 し含む
格子 目 叩 き の後 カ キ 同心円紋 3 mm以下の灰 白 粒を 多 く 含む目
格子 目 叩 き の後 カ キ 同心円紋 3mm以下の灰白粒を 多 く 含む目
横 方 向 の ナ デ 斜 め 横方向のナデの痕跡 3mm以下の灰 白 にぷい黄橙 を 多 く 2mm以下の褐
方向のナデ 有 り 灰を少し含む
摩耗気 味 で あ る が， 斜 め 方 向 の ナ デ． 黒 5 mm以下の褐色， 褐灰色粒を 多 く 含み， 2面以下ナ デ 調 整 指 に よ る 斑 の灰白色を含むなで上げ
摩 耗 著 し く 調 整不 摩耗気味で あ る がナ 4 mm以下 の灰白色粒を含む 2 mm以下の褐色粒
明 デ， 黒斑 を 多 く 含む
回 転 ナ デ． 回 転 ヘ フ 回転ナデ 6 mm以下の灰 白 を 多 く 含む削 り ． 自然釉
回 転 ナ デ． 回 転 ヘ ラ 回転ナデ 7mm以下の灰白の粒を少 し含む削 り

摩耗著 し く 調整不明 工具によ る横方向の 6mm以下 の に ぷ い赤褐色の粒を 多 く 含む 5 mm
ナデ， 指押さえ 以下の明褐灰の粒を 多 く 含む

指押 さ え 摩耗著 し く 調整不明 4mm以下の灰白や褐色の粒 を 多 く 含む

回 転 ナ デ ヘ フ 削 り 回転ナデ 緻密で精良ヘラ記号

回転ナデ 回転ナデ墨書 3 mm以下の灰白 の粒を含む

回転ナデ 回転ナデ ・指押 さ え 緻密で精良

回 転 ナ デ ・ 回 転 ヘ フ 回転ナデ 3 mm以下の黒い粒を少塁含み， 微細な乳 白 色 の
削 り 粒 を 多 く 含む

回転ナデ ヘ ラ 削 り 回転ナデ ・ 自然釉 2mm以下の灰白の粒を少 し含む

回転ナデ 回転ナデ 2 mm以下の灰白の粒を少し含む

櫛 描 波 状 文 ・ 回 転 ナ 回転ナデ 2 mm以下の灰白の粒を少し含むデ
櫛描波状文沈線匝］ 回転ナデ 3 mm以下の灰白の粒を少し含む転ナデ

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 緻密で精良

叩き カ キ 目 ナデ 焼膨れの剥離 3 mm以下の灰粒を少 し含む

回転ナデ 回転ナデ， 同心Pl紋 精良で緻密

格子 目 叩 き カ キ 目 同心Pl紋 緻密で精良焼 は じ け

ナデ 回転ナデ 4 mm以下の灰白の粒を少し含む

平行叩き 同心Pl紋 精良

格子目 叩 き 同心Pl紋 緻密で精良

格子目叩き． カ キ 目 同心Pl紋 緻密で精良

平行叩 き の 上 に カ キ 同心Pl紋 2mm以下の灰白 ． 灰色粒を 多 く 含む目が不定方向
ハ ケ 目 あ り ． エ 具 に ハ ケ 目 あ り ． エ 具 に 5 mm以下の乳 白 色 の粒や， 褐色， 赤褐色． 灰 白 の
よ る ナ デ よ る ナデ 粒 を 多 く 含む

格子目叩き 同心円紋 緻密で精良

櫛 描 き 波状文 回転 回 転 ナ デ． 同 心 Pl 文 l mm以下の灰白の粒を少し含む横ナデ 叩き

回転ナデと平行叩き 摩耗著 し いが回転ナ 精良で緻密デ と 同心円文叩き

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 2mm以下のにぷい褐色の粒を少し含む

回 転 ヨ コ ナ デ， 回転 回転ヨ コ ナ デ l 皿以下の灰白色を含むヘラ削 り

回転ナデ 自然釉 回転ナデ， 自然釉 2 mm以下の灰白色を含む

平行叩き 同心Pl文叩き 2mm以下の灰白色を含む

摩耗著 し く 調整不明 摩耗著 し く 調整不明 3 mm以下の灰白 褐灰色の粒を 多 く と. 2 1TV11以下
の赤褐色の粒を少し含む

風化著 し く 調整不明 風化著 し く 調整不明 4 mm以下の灰 8 粒 を 多 く 含む 4 mm以下の褐の
粒 を 少 し 含む

摩耗 気味 で あ る が， 2mm以下の明赤褐色. l mm以下の灰白 色 の 粒 を摩耗著 し く 調整不明 タ デ斜 め 方 向 に 指 多 く 含むナデの痕跡

ナ デ と 穿孔 ナデ調整 2 mm以下の橙 灰白色の粒を多 く 含む

摩耗著 し いがナ丁や 摩耗著 し く 調整不明 3 mm以下の褐灰色粒を 多 く 含む 2呵以下の橙
指頭痕 色粒を 多 く 含む
風化気味であるが斜 4 mm以下の灰白 粒 5 mm以下の褐の褐粒 を 多 く 含め 方 向 に ナ デ， 指押 むさ え
回 転 ナ デ． 回 転 横 ナ 回転ナデ 2 mm以下の灰白色を含むデ と 回転ヘ ラ 削 り
回転ナデと 回転ヘフ 回転ナデ 精良で緻密削 り
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色調
外面

N (灰色7/)

紫灰(5P5/l)

橙(7 5YR6/
） 
8) 

橙(5YR7/6

淡橙(5YR8/4)
浅黄橙(7. 5YR8/4) 

橙(5YR7/6)
浅黄橙(7. 5YR8/4) 

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

橙(7 5YR7/6) 
浅黄橙(7. 5YR8/4) 

橙(5YR7
褐

/6
色

) 
1こふ：し, (7. 5YR6/3) 

灰白 (N7/)

灰白 (N7/)

灰白 (N5/)

灰白 (N5/)

灰白 (IOYR8/2)

にぶい橙(7 5YR7/4) 

黄橙(7. 5YR7/8) 

灰 (N6/)

灰 (N6/)

橙(5YR6/8)
灰白 (7. 5YRB/l )  

橙(5YR7/8)

灰白 (NI/)

灰(N6/1)

灰(N6/)灰(7. 5Y5/) 

灰 (N5/)

灰白 (Nl/)

灰白 (NS/)

灰 (5Y4/ I )

灰(5Y5/I)

灰白 (2. 5Y. 8/2) 

灰(N 6/1) 

灰白 (7. 5Y7/) 

灰白 (2. 5Y/7/l )  
黄灰(2 5Y5/l)  

灰白 (N5/)

にぶい橙(7 5YR7/4) 
灰白 ( IO

( 1
Y
D
R
Y
8
R
/
8
2
/

) 
灰白 RB/2) 
淡赤橙 (2. 5YR7/4) 

青灰 (5PB6/I)

灰白 (IOY6/ l )

灰(7 5Y4/ l )  

浅黄橙(
5
I O
Y
Y
R
R
B/

·B
l l/4) 

灰白 (7.

灰臼 (NI/)

灰(N6/l)

灰(N6/l)

灰白 (5Y7/l)

灰白 (5Y7/ 1 )

明胃灰
リ ー

(7
プ
/1

灰
) 

暗オ (1. 5GY4/l )  
黒 (2. 5GY2/l) 

灰 (N7/)

橙(5YR7/6)

橙(5YR7/6)

灰白 (2. 5Y8/l)  

浅黄橙(7. 5YR8/3) 

灰臼 (7. 5Y8/2) 

灰白 (10YR8/2)

灰 (N5/)

灰 (N6/)

内画

NC灰色7/)

紫灰 (5P6/l )

橙(5YR7/8)
黒 (2 5Y2/l )  

灰
黄
(N4

橙
/) 

浅 (7. 5YR8/3) 

灰 (N4/)

灰 (N5/)

浅黄橙 (7. 5YR8/4) 

橙(5YR6/8)
褐灰 (5YR6/l)

灰白 (N7/)

灰白 (N7)

灰白 (N5/)

灰白 (N5/)

灰白 (2 5YB/I )  

黒 (7. 5YR1/l) 

灰白 (7 5YB/1 )  

灰 (N5/)

灰 (N6/)

にぷい黄橙(7 5YR7/4) 

黄橙(7 5
IO
YR

YR
7
B
/8
/4

) 
) 浅黄橙（

灰白 (N7/)

灰白 (NB/)

灰 (N6/)

灰 (N6/)

灰(7. 5Y5/l )  
浅黄(7 5Y7/3) 

灰白 (NB/)

灰 (N6/)
灰 オ リ ー プ(5Y5/2)

褐灰(IOYR5/ l )

淡黄(2 5YB/4) 

灰白 (5Y7/l)

灰 白 (5Y7/l
）

) 
灰 (5Y4/l

黄灰(2 5Y6/ 1 )  

灰白 (N6/)

橙(7 5YR7/6) 

灰 (N6/)

灰 白 (I OYl/1)

灰白 (7 5Y7/ l )  

橙(5YR7/6)

灰臼 (N7/)

灰(N6/l)

灰(N6/l)

灰白 (5Y7/l)

灰白 (N7/)

紫灰(6/1)

灰 (NI/)

橙(5YR7/6)

橙(7 5YR7 /6) 

灰白 (2 5Y8/ l )  

浅黄橙(7. 5YR8/4) 

灰白 (7 5Y8/2) 

灰 (N5/)

灰 (N6/)



心ト 出土
番号 位厖

291 E9 

292 E2 

293 E2C 

294 E9 

295 EiC 

296 E2b 

297 E iC  

298 E2a 

299 E7 

300 E iC  

301 E IO  

302 Fl 

303 El 

304 E2c 

305 DIO 

306 CIO 

313 SB) 

3 14  SE23-l 

3 1 5  D I O  

3 1 6  D6 

3 1 7  E 6  I 

3 18  E1  

3 19  郎

320 E2 

321 E6 I 

322 一括

323 E9 

314 E2 

315 DIO 

326 郎

327 E IO  

328 一括

種別 器形

須恵器 杯身

須恵器 杯身

須恵器 杯蓋

須恵器 壺

須恵器 杯蓋

須恵器
で向ヨ ロ

付杯

須恵器 高台
付杯

須忠器 高台
付杯

須恵器 高杯

須恵器 高台
付杯

須恵器 壺

須恵器 高台
付椀

須恵器 -空

須恵器 横瓶

須恵器 甕

須恵器 甕

肯磁 縞蓮弁
文碗

白磁 碗

甕 中世
備前

摺鉢 近世
備前
近世

揺鉢 堺 赤
石系

甕 近世
居津

磁器 碗

磁器 碗

磁器 筒型碗

磁器 百磁椀

磁器 染付皿

薩序碗 龍門寺
系

白磁 小杯

磁器 蓋付
香炉

瓦

瓦

部位 法量 (an)
口径 底径 器高 胴径

口縁～
底部付近 I I  4 

口縁～底部

口縁～ 1 3  天井部

口緑 7 

天井部～
口緑

底部 8. 6 

底部

底部 1 2  

裾部 1 2. 8 

甚部 4. 8 

D緑～底部 4. 8 5. 4 5. I 

D緑～底部 9 I 5. I 4. 6 

胴部

胴部～底部

胴部～底部
付近

胴部

口縁～体部

口縁

口縁

口縁

口緑

胴部

胴部～底部 4 

口縁～底部 1 2. 8 5. 2 

底部 3. 5 

屑部～底部 5. 6 

口縁

底部 4. 5 

胴部～底部 2. 6 

頸部

手法調整文様他 胎土の特徴
外面 内面

2 mm以下 の 乳 臼 色 の粒を含む I mm以下の灰白
回転ナデ 削 り 回転ナテ 色の粒の粒を 多 く 含む 2 mm以下の黒色粒を含

む

回転ナデ 回転ナデ 精良で緻密

回転ナデ 回転ナデ 4mm以下の灰白粒を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 粘良で緻密

回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナ デ l mm以下の灰白粒を少量含む

回転ナデと 回転ヘラ 回転ナデ 精良で緻密削 り
摩耗著 し いが回転ナ 摩耗著 し く 調整不明 3mm以下の灰白粒を少景含むデ

回転ナデ と ナ デ ナデ 閉良で緻密

回転ナデ 回転ナデ 精良で緻密

回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ l mm以下の灰白粒を少量含む

回 転 ナ デ 付 着 物 回転ナデ 4 mm以下の灰白の粒を少 し含む有 り
回 転 ナ デ． 回 転 ヘ フ 回転ナデ 3 mm以下の灰白 の粒を少し含む削 り と二条の沈線
回 転 ヨ コ ナ デ と 回転 回転ヨ コ ナデ 2 mm以下の灰白 色を含むヘ ラ 削 り

格子目 叩 き． カ キ 目 同心円文， ナデ 精良で緻密

カ キ 目 や乎行叩き 同心Pl文叩き 精良で緻密

平行叩き 回転ナデ 精良で緻密

鏑蓮弁文， 施祉 回転 施柚 回転ナデ 精良で緻密ナデ

施釉 施釉 箱良で緻密

回転横ナデ． 凹線紋 回 転 横 ナ デ， 焼成時 き め細かいの膨張
回転横ナデ． 沈線 回 回 転 ナ テ， 10条 を 原 4 mm以下の灰白 の粒を 多 く 含む転ナデ 体 と す る 播 り 目

回 転 ナ デ. 2 条 の 沈 回 転 ナ デ， 1 条 の 沈
線 線 7 条 を 原 体 と す 2 mm以下の灰 白 色を 多 く 含む

る 摺 り 目

横方向のナデ， 施釉 格子 目 の 叩 き 斜 め きめ細かい方向のナデ

蛇目柚剥， 施釉 施柚 精良で緻密

施釉 露胎 見込コ ン ニ ャ ク 5 弁 精良で緻密花文 蛇ノ 目柚剥 ぎ

施釉 回転ナデ． 圏線 見込コ ン ニ ャ ク 5 弁 精良で緻密花文． 施柚 回転ナデ

施釉 露胎 見込コ ンニ ャ ク 5 弁 精良で緻密花文， 施柚

施釉 回転ナデ 施柚 回転ナデ 精良で緻密

施釉． 回転ナデ 蛇ノ 目柚剥ぎ． 回転ナ 精良で緻密デ， 濃い緑色の施柚

貫入． 施釉 回転ナデ 貫入． 施釉 回転ナデ 精良で緻密

釉薬 釉薬 精良で緻密

刻印有り 精良

布 目 あ り 精良

第2表 宮 ヶ 迫遺跡石器 ・ 輔観察表
レ イ ア ウ ト番号 器種 出土位濫 石材及び材質 長 さ ( c m) 幅 ( c m) 厚 さ ( c m)

1 6 1  輛 SE35 鉄 4. 95 5 l 8 
1 62 輔 SZ35 鉄 4 3 3 2 
1 63 剥片 SE35 頁岩 2 45 2 3 0 8 
1 64 軽石製品 SE35 軽石 9 9 9 3 7 3 
1 73 凹み石 SE24, D6 砂岩 7 75 7 35 3 l 
228 火打ち石 SE2, E6—E7 チ ャ ー ト 2 l l 2 l 
229 軽石製品 SE2, E6 軽石 5 5 4 6 l 65 
230 凹み石 SE2 砂岩 13 9 7 7 3 7 
246 耳環 SE22 金属 2 8 3 2 0 6 
271 凹み石 SE30 砂岩 1 8  5 20 l 6 7 
272 凹み石 SE30 砂岩 1 2  2 9 7 6 5 
273 台石 SE30 砂岩 22 l 5 6 4. 3 
282 台石 SH1 35 砂岩 24. 6 8 9 5 5 
307 敲石 SC1 67 砂岩 1 8  4 9 65 4 
308 敲石 SEl 5 1  砂岩 10 9 6 2 3 5 
309 軽石製品 一括 軽石 1 2. 4 9 6 7 
3 1 0  台石 D8 砂岩 37 9 1 7  5 1 6  5 
3 1 1  敲石 SA8b 砂岩 1 2  75 6 3 5 25 
3 1 2  石 錘 D8 砂岩 3 9 3 6 5 5 
329 剥片 E l O  頁 岩 4. 45 3 1 5  l 45 
330 剥片 E l O  チ ャ ー ト 5 6 5 9 l 6 
331 石鏃 表土 流紋岩 l 9 l 6 0 45 
332 輛 SE24, E6 鉄 2 25 3 l l 8 
333 輛 SH24, E7 鉄 2 4 2 6 l 5 

334 羅
SH93 鉄 3 3 7 l E4 
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色調
外面 内函

灰臼 (Nl/) 灰白 (N7/)

灰 (N6/) 灰 (N6/)

灰 (5Y6/I ) 灰(5Y5/l)

灰白 (NS/) 灰白 (NB/)

褐灰 (IOYR5/l) 褐灰(IOYR6/l)

灰白 (NI/) 灰白 (N7/)

灰白 (2. 5Y7/l)  灰白 (1. 5YB/1) 

灰白 (N7/) 灰白 (N7/)

灰 (N6/) 灰 (N6/)

灰白 (5Y7/ 1 ) 灰白 (5Y7/I)

灰白 (NI/) 灰白 (N7/)

灰白 (NI/) 灰 (N6/)

灰白 (N7/) 灰白 (N7/)

灰(N6/) 灰 (N6/)

灰 ( I OY6/) 灰(IOY6/)灰(IOY5/)
暗オリ ープ灰(2. 5GY4/l) 灰 (N6/)灰 ( I OY5/I)

灰白 (NB/) 灰白 (NB/)

灰 臼 (IOY 8/1) 灰白 (5Y8/l)

灰黄褐 (IOYR5/2) 褐灰(IOYR5/ l )

にぶい橙(5YR6/4) にぷい橙 (5YR6/ 4 )  

明赤褐(2 5YR5/6) 明赤褐 (2. 5YR5/6) 

褐灰 (5YR4/I ) 灰赤(1 5YR5/1) 

明緑灰(1 DGY7/1) 灰白 (NB/)

明青灰(587/1) 灰白 (NB/)

灰 白 ( I OYB/1 ) 灰白 ( I OY8/1)

明緑灰 ( I OGY7/I
）

) 
明行灰(587/1 灰白 (NB/)

灰白 (lOYS/1) 灰白 (10Y8/l )

暗オ リ ープ灰(2. 5GY4/l) 黒 (5Y1/l)

灰白 (5GY) 灰白 (5GY)

明青灰(587/1) 灰白 (NB/)

浅黄橙(I OYRB/3) 灰白 ( I OYRB/2)

灰 白 (2 5Y8/2) 灰白 (2 5Y8/2) 

重量 (g) 備考
36 8 羽 口
1 7  7 羽 口
3 1 

221 6 8 
206 7 

3 2 
8. l 

442 9 
3 5 

3378 3 
1 1 24. 9 
221 7  2 
1 756. 3 
861 6 
259 5 
177 9 
256 9 
594. 4 
1 1  2 
1 9  7 
66 7 

l 
8. 7 写真のみ羽口
4 .  7 写真のみ羽口

8 .  6 写真のみ羽口



第 田 章 自 然科学分析の結果

第 1 節 宮 ヶ 迫遺跡に お け る 放射性炭素年代測定
( 1 ) は じ め に

放射性炭素年代測定 は、 光合成や食物摂取 な ど に よ り 生物体内 に取 り 込 ま れ た放射性炭素 (14 C ) の 濃

度が放射性崩壊 に よ り 時間 と と も に減少す る こ と を利用 し た年代測定法で あ る 。 樹木や種実な ど の植物

遺体、 骨、 貝殻、 士壌、 士器付着炭化物 な どが測定対象 と な り 、 約 5 万年前 ま で の年代測定が可能であ

る。

( 2 ) 試料 と 方法

測定試料の詳細と 放射性炭素年代測定の前処理 ・ 調整法お よ び測定法を次表 に 示す。

第 3 表 測定資料の詳細 と 放射性炭素年代測定法

試料 地点 ・ 層準 種類 前処理 ・ 調整法 測定法

No. 1 SClO ,  炭化物 1 炭化材 超音波洗浄， 酸—了ルカ リ—酸処理 AMS 

No. 2 SClO ,  炭化物 2 炭化材 超音波洗浄， 酸—了ルカ リ—酸処理 AMS 

No. 3 SC124, 炭化物 1 炭化材 超音波洗浄， 酸—了ルカ リ—酸処理 AMS 

No. 4 SH223, 炭化物 炭化材 超音波洗浄， 酸—了ルカ リ—酸処理 AMS 

AMS : 加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry) 

( 3 ) 測定結果

加速器質量分析法 (AMS) に よ っ て得 ら れ た 14 c 濃度 に つ い て 同位体分別効果の補正を行い、 放射性炭

素 c14 c ) 年代お よ び暦年代 （較正年代） を算出し た。 次表 に こ れ ら の 結果 を 示 し 、 図 l に 暦年較正結

果 （較正曲線） を示す。

第4表 加速器質量分析法 (AMS) 結果

測定No. o 13 c 14 c 年代 ： 年BP 暦年代 （較正年代）
試料 (PED-) （％砂 （暦年較正用） 1 a (68. 2%確率） 2 a (95. 4%確率）

No. 1 17418 -24. 90 土 0. 22 1455 土 20 AD590-640 (68. 2%) AD565-645 (95. 4%) 
(1454 土 2 1 )

No. 2 17419  -26 .  76 土 0 . 16  1 545 土 20 AD430-490 (40 . 7%) AD430-570 (95.4%) 
(1544 士 19) AD530-560 (27 . 5%) 

No. 3 17420 -29. 85 土 0. 22 1595 土 20 AD420-460 (20. 8%) AD410-540 (95. 4%) 
( 1596 土 2 1 ) AD480-540 (47. 4%) 

No. 4 1 742 1  -27. 80 土 0 . 16  1595 土 20 AD420-450 ( 1 6. 1%) AD420-540 (95. 4%) 
( 1 593 土 19) AD480-540 (52. 1%) 

BP : Before Physics (Present) ,  AD : 紀元後
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① か℃ 測定値

試料の測定14
c ;

12
c 比を補正するため の炭素安定同位体比 (

1
3 C だ C ) 。 この値は標準物質 (PDB) の 同

位体比からの千分偏差 C%o) で表す。 試料の が℃ 値を—25(%。) に標準化することで同位体分別効果を補

正する。

②放射性炭素 (
1
4 C ) 年代測定値

試料の 1
4 c 乃 C 比から、現在 (AD1950年甚点） から何年前かを計算した値。 1

4 c の半減期は5730年であ

るが、国際的慣例によりLibbyの 5568年を用いた。 統計誤差（土 ） は1 a (68. 2% 確率） である。 14
c年

代値は下 1 桁を丸め て表記するのが慣例であるが、 暦年較正曲 線 が更新された場合のため に下 1 桁を丸

め ない暦年較正用年代値 も 併記した。

③暦年代 (Calendar Age) 

過去の宇宙 線 強度や 地球磁場の変動による大気中 14
c 濃度の変動および 1

4 c の半減期の違いを較正す

ることで、放射性炭素 c
1
4 c ) 年代をより実際の年代値に近づ けることがで き る。 暦年代較正には、年代

既知の樹木年輪の詳細な14
c 測定値および サ ンゴの U/Th C ウ ラ ン／ ト リ ウ ム ） 年代と 14

c年代の比較により

作成された較正曲 線 を使用した。 較正曲 線 の デ ー タ はIntCal 09、 較正プ ロ グ ラ ム はOxCal 3. 1 である。

暦年代（較正年代） は、 14
c年代値の偏差の幅を較正曲 線 に投影した暦年代の幅で表し、 OxCal の確率

シグマ

法により 1 a (68. 2 %確率） と2 a (95. 4 %確率） で示した。 較正曲 線 が不安定な年代では、複数の1 a •  

2 a 値が表記される場合 も ある。 （ ） 内 の ％ 表示は、 その範囲内に暦年代が入る確率を示す。 グ ラ フ 中

の縦軸上の曲 線 は 14
c年代の確率分布、 二重曲 線 は暦年較正曲 線 を示す。

( 4 ) 所見

加速器質量分析法 (AMS) による放射性炭素年代測定の結果、 No. 1 の炭化材では14 55士20年BP ( 2  a 

の暦年代でAD 565-64 5年） 、No. 2 の炭化材では 1 545土20年BP (AD 430-570年） 、No.3 の炭化材では1595

士20年BP (AD 410-54 0年） 、 No. 4 の炭化材では1595土 20年BP (AD 420-540年） の年代値が得られた。

【文献】

Bronk Ramsey C. ( 1 995) Radiocarbon Cal ibration and Analysis of Stratigraphy, The OxCal Program, 

Radiocarbon,37(2) ,  p. 425-430. 

Bronk Ramsey C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal ,  Radiocarbon, 43, 355-363. 

Paula J Reimer et al. , (2009) IntCal 09  and Marine 09  Radiocarbon Age Cal ibration Curves, 0-50, 000  

Years cal  BP. Radiocarbon, 51, p .  1111-1150. 

中村俊夫 (2000) 放射性炭素年代測定法の基礎． 日 本先史時代の 14 C年代， p.3-20. 
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第 2 節 宮 ヶ 迫遺跡に お け る 樹種同定
( 1 ) は じ め に

木材は、セル ロ ー ス を骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴か ら 樹種の同定が可

能である。 木材は花粉な どの微化石と比較して移動性が小さいことか ら、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡か ら 出上した も のについては木材の利用 状況や流通を探る手がかりとなる。

( 2 ) 試料

試料は 7 号掘立柱建物跡の P 2-3か ら 出土した柱材 1 点である。

( 3 ) 方法

カ ミ ソ リ を用いて新鮮な横断面（木 Dと同義） 、放射断面（柾 目 ） 、接 線 断面（板 目 ） の基本三断面

の切片を作製し、生物顕微鏡によって4 0-1000 倍で観察した。 同定は、解剖学的形質および現生標本と

の対比によって行った。

( 4 ) 結果

樹種同定の結果、 ス ダ ジ イ Castanopsis sieboldii Hatusima と同定された。 以下に同定根拠とな

った特徴を記し、各断面の顕微鏡写貞を示す。

ス ダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima プ ナ 科

横断面：年輪のは じ め に中型か ら 大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。 晩材部で小道管

が火炎 状に配列する。 放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞か ら なる。 接 線 断面：放

射組織は単列の 同性放射組織型である。

( 5 ) 所見

樹種同定の結果、SB 7 C掘立柱建物跡） か ら 出土した柱材はス ダ ジ イ と同定された。 ス ダ ジ イ は温帯下

部の暖温帯に分布する照葉樹林の主要構成要素であり、二次林要素で も ある。 常緑の高木で、高さ20 m、

径1. 5 mに達する。 材は耐朽、保存性やや低 く 、建築、器具 な どに用い ら れる。 当時の遺跡 周 辺 も し く は

近隣の地域で採取可能であったと考え ら れる。

【文献】

島地謙 • 佐伯 浩 • 原田浩 • 塩倉高義 • 石田茂雄・重松頼生・須藤彰司 (1 985) 木材の構造． 文永堂出版，

290p. 

島地謙 • 伊東隆夫 (1988) 日 本の遺跡出土木製品総覧． 雄山閣， 296p.

山田 昌久 (1993) 日 本列島にお ける木質遺物出土遺跡文献集成ー 用 材か ら 見た人間・植物関係史 ． 植生

史研究特別 1 号 ． 植生史研究会， 242p.
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第80図 暦年較正結果

横断面 — : 0. 5mm 放射断面 ： 0. 2mm 接線断面― : 0. 2mm 

1 .  SB7 の柱材 ス ダ ジイ

第81 図 宮 ヶ 迫遺跡の木材
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第 W章 総 括

第1節 は じ めに 一遺跡の概要一

今回の調査においては古墳時代後期から古代にかけての竪穴建物 3 軒、掘立柱建物跡 1 1 棟、土坑 14基、

溝状遺構 14 条のほか、中世の掘立柱建物跡 1 棟や溝状遺構が確認された。 宮崎平野地域では類例の少な

い当該期の拠点的集落であ り 、後述するよ う に工房的な空間を備え ていたと目 される。

以下、今回の調査で得られた成果の中で、特記すべき事柄につ いて詳 し く触れておく。

第2節 遺構の年代 と 変遷につ い て
こ こでは出土 し た土器の編年的位圏につ いて検討 し 、その結果と遺構主軸をもとに し た検出遺構の（現

段階での） 変遷観につ いて言及する。

本遺跡の年代比定を行 う にあたって基準とすべき遺物はやは り 須恵器 （特に蓋杯） となろ う 。 当 該期

の遺構群の年代比定を行 う 場合、現状では陶 邑古窯址群での 「窯式編年」 （田辺 198 1 ) を援用 し て年代を

当 てはめるケ ー スがほとんどであ り 、奈良文化財研究所によ る杯 H の残存や杯 G 、杯Bの出現などの器

種の消長も判断材料となっている。 ただ し 、その よ う な方法は長直信が指摘するとお り 問題点が多々 あ

る （長 20 1 2 ) 。 また本遺跡の資料に即 し た実践を進 め る上においても、掘立柱建物跡の柱穴内に遺存する

土器は、他遺跡同様、量的に限られる こと、土坑につ いても残念ながら編年に有効な出土遺物は少ない

こと、また溝はその性格上、基本的に開かれた空間であったため 、そ こに含まれる土器は長い期間の集

積体と捉 え るべきで、実際に本遺跡の溝に含まれる土器に少なからぬ型式差が認め られる ことなどから、

それら遺構出土の士器群を単純に一括遺物と捉え て配列する ことはできない。 従って、結果と し てそれ

らの資料が当地域の土器編年に寄与すると ころ も些少であろ う 。 以上の点を勘案するならば、出 土遺物

の量的傾向をもとに溝の時期 （掘削あるいは埋没時期） を推定 し 、それを基準と定め て、主軸を同じく

する遺構群を同一 「期」 と捉 え 、変遷を推定するといった検討方法が適当と考え られる。 ただ し 各器種

につ いて厳密に型式を設定 し 、セ リ エ ー シ ョ ンの概念を導入 し 検討する ことは こ こでは不可能である。

相対的に出士量の多い須恵器の蓋杯の型式の出現状況をもとに考え る。

( 1 ) 掘立柱建物A群 と 35号 ・ 5 号溝 ー I 期遺構群 一

南北溝 S E 35では埋土中 よ り 多量の土器が出土 し てお り 、各器種とも認定される型式に幅がある。 こ

れは溝が掘削されてから完全に埋没するまで、かな り の期間にわたって遺物が堆積する状態であった こ

とを示 し ている。 須恵器の杯 H では D 縁部径 15cmに近い杯蓋と径 1 3 cm 弱の杯身が各 1 点あ り 、T K43

型式に比定される。 一方で口縁部径 13 cmの杯蓋や 1 1� 12.5cmの杯身が 4 点あ り 、それに加え て立ち 上が

り が ごく短く内に向か う 個体が 1 点認め られる。 それらはT K 2 17型式の古段階に比定される。 杯Bに

属する平らなつ まみの付く蓋や高台の付く杯身につ いては型式的にさらに下るため 、位置づけに苦慮す

ると ころ である。 これらに関 し ては出 土位置に関するデ ー タ を欠くが、完全に埋没 し 、フラ ッ トに近い

状況で堆積 し たものと解 し たい。 S E 35が掘削されたのは 6 世紀代後葉であ り 、7世紀前葉に至って埋

没 し たと推定 し ておく。

なお、上師器の甕は、器形の面では長胴と球形胴、口 縁部は 「く」 字形の外反 口 縁と端部を折 り 曲 げ

るなどの変異があ り 、底部につ いては円盤状の平底と丸底の両者が存在する。 以上示 し た各属性の変異

- 85 -



に関しては、口 縁部形態が 「く」 字形から緩やかな外反に向か う こ とがほぽ確実であるが， 胴部や底部

の変異に関しては、明 確な時間的変化を捉え る こ とが難しい。 また鉢とすべきものや壺に近い器形の一

群が存在する こ となどもあ っ て様相は複雑である。 従 っ て型式の把握は こ こ では成し得ない。 一定の時

期幅を含む可能性を指摘するに留 め たい。

こ の南北溝 S E 35と東西溝 S E 5 は調査区外で直角 を成して接合する可能性がある。 また、こ れらと

近接し、柱筋をそろ え て建つ S B 2 •  3 とは遺構主軸がほぼ一致する。 それらを含む掘立柱建物A群と

名 付けた一群は、同一期に位置づける こ とが可能であろ う 。 こ れらを I 期遺構群とする。 遺構主軸を基

にするならば S A28や S A44も当 期に属する可能性がある。 並んで建 っ ていたであろ う S B 2 と S B

3 の 2 棟は ( S B 2 につ いては推定西側柱列が捉 え られないが） 平面正方形を呈し、総柱の倉庫と判断

できる。 山裾に近い S B 10 - 12 の掘立柱建物も、同時期に属する可能性が高いが、柱穴が小さく、規格

が低いよ う に見受けられる。

( 2 ) 掘立柱建物 B 群 と 24 号溝 ー II 期遺構群 ー

掘立柱建物 B 群に属する S B 1 の柱穴が S E 35の埋土を掘削 して構築されている こ とから、上述の I

期遺構群に属する S E 35と S B 1 の前後 関係は明 確である。 また掘立柱建物 B 群と同一主軸となる S

E 24• 25は 2 号北溝に先行して掘削されている。 S E 24と25では杯 H に属する口 縁部径 14.5cm の杯蓋

と径 13 cm の杯身が出 土している。 さらに同一主軸をとる遺構として S C 2 1 や 2 号南溝が挙 げられる。

2 号北溝との前後 関係 ( S E 24→ 2 号北溝およ び 2 号南溝→ 2 号北溝） から、 S E 24と 2 号南溝の同時

性が整合的に説明できる。 S E67につ いても S C 2 1 との接合 の状況から同一 時期の遺構とみ て差 し支

え なかろ う 。 こ こ では須恵器の杯 H に属するO 縁部径 1 3 cm の杯蓋が出 土している。 S E 2 4• 25およ び 2

号南溝と B 群建物群の遺構とが関連すると考 え 、 こ れらを II 期遺構群と位僅づける。 須恵器の観察によ

れば I 期よ り新しい様相が目立つ が、さほどの時間的な開きはないと考え られる。 こ の II 期遺構群の中

では総柱建物である S B 4と S B 8 が倉庫であ っ た可能性が高 い。

( 3 ) 掘立柱建物 C 群 と 2 号北溝 ー III期遺構群 ー

今回の調査区 内で最も南北方向に近い主軸を示す掘立柱建物 C 群は、調査区内で明らかとな っ ている

のは S B 5 と付帯柵列のみ ある。 おそらくは調査区以東に展開 していたのであろ う 。 こ れと同一の主軸

を示す遺構としては 2 号北溝と S 2 36 が挙 げられる。 こ の段階をIII 期遺構群と命名 する。 S B 5 付帯柵

列と 2 号北溝から出 土した須恵器蓋杯はT K 209 型式に属する立 ち 上がりの短い杯身が多数を占 め る。

なお、調査区内を斜 め に横切る9 号溝、67号溝などは、上記のいずれに所属するのか、現段階ではわ

からない。 9 号溝と67号溝は遺構主軸とは関係なく、排水用 の溝として地形に沿 っ て走 っ ているとも考

え られ、さらに長期間存続した可能性もある。

( 4 ) 中世

掘立柱建物 S B 7と S E 2 3 などいくつ かの溝が確認されているが、遺構群の配置等の詳細は不明であ

る。 本遺跡の S B 7は、1間 X 2 間の小規模な建物で、同時期の施設であ っ たとしても中枢を担 う ものと

は考え られない。
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今回設定 し た古代の 3 つ の 「期」 と中世の遺構配置につ いて、宮崎市教育委員会の調査区での成果と

照合する必要がある ことは言を侯たない。 特に I 期とII 期に存在する倉庫は、一つ の単位集団の規模を

超 え る倉庫 （重藤 20 1 2 ) であるのか否か、あるいは首長居館に所属 し 、の ち の郷里 レ ベル の官術と関わ

るものであるのか、検討を要する。

第3節 土器焼成土坑と粘士貯蔵土坑 に つ い て
本遺跡で検 出された土坑の う ち 7、 10 、124、 1 25号では、土器の細片や炭化材が検出されてお り 、類

例 か ら 判 断 し て土器焼成土坑と推定 し ている。 そ れ ら の多 く は、 c -7 •  8 とD - 8 区に集中 し てお り 、

そ こが土師器類の焼成の場であ っ たと考え ら れる。 これ ら の土坑内 の炭化物の年代測定の結果は、 S C

10 がAD.565-645年とAD. 430 -570 年、 S C 1 2 4 がAD.410 -540 年とな っ ている。

一方、S C 2 1では 5 面の シ ル ト 質の埋土が確認された。 この粘土は上述の土師器類焼成に使用 された

可能性がある。 また、溝状遺構の S E 2 か ら 水を引 き入れるため の小溝が確認された。 以上の ことか ら

溝 よ り 導水 し 、粘土を貯蔵するため の施設と推定 し てお く 。

第4節 近隣の遺跡との比較
同じーツ瀬川の流域の低段丘上に立地する新富町竹淵 C 遺跡では、古墳時代中期か ら 古代C 9 世紀代）

に至る各時期の竪穴建物跡が検出されている（宮崎県埋文センタ ー 2005) 。 最も検出数の多い須恵器T K

207型式示準期に属する竪穴建物は狭い範囲に密集 し てお り 、集落構成の点か ら本遺跡との性格の違い

が浮かび上がる。

小丸川沿いに位置する高鍋町下耳切第 3 遺跡は、古墳時代終末期か ら 古代 （須恵器T K 209 新段階- M

T 2 1 型式示準期） に属する集落遺跡である （宮崎県埋文センタ ー 2006) 。 B 期とされた7世紀第 1 四半期

につ いては、竪穴建物と掘立柱建物、柵列に加え て墳墓群 （古墳への追葬と地下式横穴） に よ っ て構成

される集落像が明 ら かとな っ ている。 一部に布掘 り の柱掘 り 方を用 いる総柱建物 C S B 3 ) は高床倉庫

と推定されている。 後の F - 2 期に成立する南北に主軸を揃え る律令期的な集落以前の古墳時代的な集

落景観を呈するが、7世紀末に属する円 面硯が出土 し ている点か ら 後の律令期の 「里長」 的な有力階層

が存在 し た ことが想定されている。 立地環境や竪穴や倉庫状の建物の比率など、本遺跡との相違点はあ

るが、後続する時期の遺跡と し て重要である。

また、本遺跡に近接する首長墓系列の古墳や古墳群、横穴、あるいは地下式横穴は、第 I 章で触れた

平田迫遺跡と土器田横穴が挙 げ ら れるに過 ぎないが、墳墓との関連につ いても当然の ことなが ら 注意を

払わね ばな ら ない。
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図版 1
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7 号土坑完堀状況
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図版 7
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図版1 0

2 号掘立柱建物

4 号掘立柱建物
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図版1 1
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図版1 2
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図版1 4

88号竪穴建物出士遺物
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図版1 5
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図版1 6

35号溝出土遺物 ( 1 )
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図版1 7

35号溝出土遺物 ( 2 )
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図版1 8

35号溝出土遺物 ( 3 )
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図版1 9
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図版20
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図版21
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図版23
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図版24
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図版25
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図版26
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図版27
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図版28
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図版3 1
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